
シモーヌ・ヴェーユの諸作品における語彙

(その1)

村　　上　　吉　　男

ジャック・カポ-は, 「シモーヌ・ヴェーユの思想

は卓越した意識のドラマ以外の何ものでもなく,その

発展は際立った一貫性にある」1)と語っている。一貫

する思想とは,思想なるものが退化し,また,ジャッ

ク・カポーの指摘のように,発展するものであろうと

も,シモーヌ・ヴェーユにおいて,終始問題にされて

いた思考をさすとみることができる。

この思想(思考)が何であるのかを,今問う必要は

ない。なぜなら,そのことは,私がこれから試みよう

とする作業の完了後,明確になってくると思うからで

ある。　ところで,その思想(思考)の鼠立の中心に位

置しているのは,ひとつに名詞であり,思想(思考)

はそれを欠かせないとすれば,どのような名詞(単語

)が思想の一文性を充足させることになるかと問う方

が,その作業に適うものなのである。したがって,戟

がこれから試みようとする作業は,どのような単語が

思想の一貫性をあらわすのかという際の,この単語を

集計した資料(図表)をつくることにある。今回はそ

の最初のものである。集計される単語は,終始問題に

されていた思考(思想)であってみれば,何よりもま

ず,シモーヌ・ヴェーユの諸作品に多くみることので

きる同じ単語でなくてはならないだろう。圧倒的な頻

度をもつそれは,何んといっても,哲学的,宗教的,

心理的・生理的とみなし得る単語である。この代表的

な単語は, Bien, Mai, Beaute, Nature, Necessite,

Dieu, Amour, Pens芭e, Attentionなどであろう。こ

れらの単語(またのちに,そして次回以降に記す単語

ち)紘,むろん,おたがいに関連性をもっているので

そのことを抜きに語れなくさせるのだが,同時に,敬

多く出てくるひとつの単語を,彼女の初期の作品から

丹念に追いかけていくだけでも,一貫性に与ることに

なる思想に展開させられることを感じ取らせ得るかも

しれないのである。つまり,何らかの単語が諸作品に

何度となく使用させられることは,何より,シモーヌ

・ヴェーユの関心がそれに向けられて,彼女が言及せ

ざるを得ない機会を多くもつに至ったということの証

左になるのであり,その意味において,彼女の思想が

一貫性を保持できるとみなす場合もあるというわけで

ある。私は,ジャック・カボーの宵をまずこのように

理解することにしている(ただ,彼女の関心の向けら

れ方が,数多く出てくる単語にあって,ときとして,

同じ内容を含む訳語になりながらも,決して,同じ単

語(フランス語)で記されてこないということがあるか

ら注意しておかなければならない。たとえば, monde

とunivers, espritと云meとctRur, corpsとchair,

rapport　と　relation　とIiaison, necessit丘　と　n6ces-

saire　などがその類いのものである。これらには,級

女の諸作品ごとにどちらかの単語が選択されることに

なっている以上,辞書だけではない,彼女自身の使用

する独得な意味がこめられていると思われる。それを

確かめる必要があろう)。

しかし,それらの単語について,今問うこともしな

い。私がここでひろい出す単語は,新潟大学教養部研

究紀要第16集の「「カ」に関するノー日に捷出してお

いた単語「抑圧」 (Oppression) 「革命」 (Revolution)

「神」 (Dieu),同第18集の「シ'モーヌ・ヴェーユの
′

三作品における精神的能力と感受性」に問うた単語

「感情」 (Sentiment) 「感受性」 (Sensibilite),その他

(「不幸」 (Malheur) 「労働」 (Travail) 「疲労」 (Fatigue))

であり,彼女の諸作品におけるその頻度が記される

図表を作成することである。これによって,私は何を

みようとしているのであろうか。前者の単語の集計結

果において,まず,同第16集にも取り上げておいたと

ころの,彼女に付け加えられた社会思想家,宗教思想

家なる肩書が正しいかどうかということに対して,何

らかの結語を見出してよいときではないかが問われて

くる。ただし, 「抑圧」「革命」という単語, 「神」と

いう単語がそれぞれ,彼女の前半生と後半生に数多く

用いられるそのことのみをもって,即座に社会・宗教

思想家とみなしてしまうのは,生涯全体にわたっての
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ことをさすのでないかぎり,たぷんに危険が伴う見方

になるが(この点で何らかの結語を見出すと先に括っ

たことに関していえば,あらゆる同じ単語を網羅させ

ておかないかぎり,やはり早急な結論の振出も危険で

あるにちがいたいだろう。それゆえ,長終的な結輸を

下すのは,もっとのちのことでよいだろう),それでも

これらの単語自体が暗示することから,それらが肩書

の一応の目安になり得ると判断させられるようにみえ

てくると捉えることも間違いとはいえないのだ。しか

し,この肩書の
-

I

思想の一貫性とし

と
●

ラ

が生涯全体に通じる思想,つまり,
●　●

立場から捉えられようとする場合

当然だが,そこでは,肩書も立場もまた見失われるの

である2J。なぜなら,たとえば, 「抑圧」や「革命」と

いう単語が彼女の後半生にそれほど多く記されること

にならないならば,思想の一文性の立場をもつこと

も,彼女を社会思想家とみてしまうこともできなくな

るからである(一時期の特徴をもって,彼女の全体の

特殊とみなして理解することだけはつつしまなくては

ならない)。とまれ,ひとまずは,思想の一文性とい

う立場を堅持させながら,そのような結果が以下の図

表に得られるのかどうかをみておく必要があるという

ことである。何より,それを実証するのは今のところ

この図表に委ねられるしかないわけだから,この結果

の如何によって,社会思想家なる肩書を否定してしま

うことも可能になるといえるのである(「神」という

単語においても,同じことがいえよう)。そうすると,

思想の一文性という立場に立って,それを明確にしそ

うな単語を選び出すことが,ここに,要求されてくる

ことになるだろう。そのいくつかが, 「不幸」 「感什」

「感受性」 「労静」 「疲労」という単語なのである.そ

作品の発表年代塀は以下の通りである。

して,これらをはじめとする単括こそ,私が従来から

主張してきたことにそった単語であるのだO　ここでは

その主張を換返さないが3-,しかし,それらの単給の捷

示と説明から,少なくとも,この主張に誤りのないこ

とがある程度明らかになると思っているのである4'O

「抑圧」 (Oppression), 「革命」 (Revolution),

「神」 (Dieu)51, 「不幸」 (Malheur)61, 「感構」 (Senti-

ment)71 , 「感受性」 (Sensibilite), 「労働」 (Travail)81 ,

「疲労」 (Fatigue)の単語の頻度を図表に書き込む際,

私は,新潟大学教登部研究紀要第16集の図表を再度

利用することにしたい。ただし,そのとき参考にした

Michel Thiout　の「Essai de bibliographic des

dcrits de Simone Weil」 (Lettres modernes), Jacques

Cabaud　の「L'experience vecue de Simone Weil」

(plon)とその邦訳「シ'モーヌ・ヴェーユ伝」のくbi-

bliographie〉 (奮払), 「シ'モーヌ・ヴェーユ著作集Ⅴ」

の年譜・書稔に加え,今回は, Miklos veto　の「La

metaphysique religieuse de Simone Weil」 (librairie

philosophique), J-M. Perrinなどによる「Reponses

aux questions de Simone Weil」 (Aubier)のくchro-

nologie) (年譜)を活用し,さらに,その図表〔B〕

(新聞・律法への投稿やその他が単行本に担み入れら

れ,それらの発表の目付けがおよそ明らかになってい

る年代順表)と〔C〕 (単行本に組み入れられている

那,発表日付け不詳で,私的推mTJを釈みるしかない輸

稀その他の年代砺衷)とをひとまとめにして,一新を

期したつもりである(しかし,初出磯関の項目は省略

した。また,複数の新たな作品が含まれてあるし,「ノ

ート」は書かれたであろう時期に分けて取り扱うこと

にした)。

年 代
作 品 名 声 付 窮 妻㌢ 了 ル l.

1 192 0 「火 の妖批 ち」 (C o nte des lu tins d u feu) < V S >p p. 3 7-4 0

2 1926

1

(V ers lu s ‡u g ou ter d㌘告 望 盟 総 譜 もA G N E ) 月 < v s >pp . 16 -20
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序 代 作 品 名 一 日 中 叢等妻 蔓 イ トル

I

I

[

l
3

4

「金持 ちの若い娘に」 (A un e jeu ne fille rich'e)9,
< v s >pp . 13- 15

「ある一 日に」(A un jou r) 一 一 < v s >pp . 25-30

1930 (S cience et票 ption da怨 D escartes)
- くS S 〉

ー pp . 9 -99

6 193 1 「あ る同志へ の軸 」(L ettre A u n cam arade)101 < S S >p p . 103 -10 4

7 1932

-
I

i 「ドイ ツ革 命の条件0 レオ..トロツキI 著 rそ して今 はj」

(C o nd itions d 'une revo lu tio n allem an de. ^E t m ain teー

nan t?〉, p ar L eo n T R O T S K Y )

8 月 くE H P 〉

p p . 117 -123

8 I i

-

(P rem ie res im p re雲,Jio ns d 'A llem ag ne) 月25 日 < E H P >p p . 124 -125

9
-
-

-
.

黛 詣 n e en a tten t溜 essi∃n s d'ao u t et 10月25 日
くE H P 〉

p p. 126一142

10 - 待 蝕す る ドイ ツ ( 8 月 9 月の印象) 〔嘩〕」
(L 'A llem ag n e en a tten te (Im p ression s d 'aou t et

11月25 日

septem b re) 〔suite〕)

ll (L es en sB erlin ) 濫 rS霊 瑠 IJe des transp orts ‖ 11月25 日
くE H P 〉

pp . 143 -144 11'

12「ドイツの選挙」(Leselectionsallemandes)巨1月25日<EHP>pp.144-14512'一一
13 (La situation en 既 霊 3Jgne 〔り 12月 4 日 <E H P >pp. 146-151

14 - 「ドイツ,与おける状況0 ヒ.y トラI の運動 〔Ⅱ〕」
(L a situation en A llem agne. L e m ouvem ent hitlerien

〔Ⅱ〕)

12月18 日 くE H P 〉
pp. 151-157

15 (L 'enseignem ent des m athem atiques) ー < s s >pp. 105-109

.
16 1933

-

r K -r(La sit霊 豊 A llem agne.碧 盟 em uism e allem acm ヨ3 1 月 8 日 <E H P >pp. 158-163

17
-

J 「ドイツ,与おける状況0 ドイツ改良主義(嘩) 〔Ⅳ〕」
(L a situation en A llem agne. L e reform ism e allem and
(suite) 〔Ⅳ〕)

1 月15日 くE H P 〉

pp. 164ー168

18
-

-
19

A
-

は .:i葦 禦 e憎 悪 き響 Vj CV ]Jm ouvem ent 一

m uniste CV J)

1 月29 日 くE H P 〉
pp. 168ー172

「ドイ.ツPl.おける状況0 共産主義運動 (統) 〔Ⅵ〕」
(La situation en A llem agne. Le m ouvem ent com -
m uniste (suite) 〔Ⅵ〕)

2 月 5 日 くE H P 〉

pp. 172一175

I
20

藍 4;y t *.*it 5 *tサo hW / o * .situation en A llem agne. Leiste allem and CWD ) 慧 CW DJuvem ent c0m - 月12 日 <E H P >pp. 175-179

二 =二 =二 =二
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年 代 作 品 名 声 付 一叢等妻蔓イトル

21
邑 憲 uation en: allem and 驚 K 4 -y <olem agne.ite) CVI ])管 m ouvem ent com - 月19日

くE H P 〉

pp. 179-185

22
(L F 霊 ation en A llem agne) 月25日 <E H P >pp. 386-389

23
(La situation en A llem agne.m and (suite) CK ]) 聖 慧 盈 m e alle十 月26日

くE H P 〉

pp. 186-189

24
(La 霊 ation en A llem agne.聖 恕 語) CX Ucom m uniste 月5 日

allem and (fin) 〔Ⅹ〕)

くE H P 〉

pp. 189-194

25
「テクノクラシI ,ナチ主義, ソダニト連邦,その他に?

いての考察」 (R eflexions concernant la techn∝ratie,
le national-socialism e, et quelques autres points)

3 月 く0 L 〉

pp. 39-44

26
(Sur la sit盟 聖 霊 霊 -c jagne) 月 9 日 p<PP H P >195-196

27
「ドイツにおける状況につY、て M .O .R への回答につ

いての覚書」(Sur la situation en A llem agne.Q uelques 月7 日

rem arques sur la reponse de la M . O . R )

くE H P 〉

pp.197-202131

28
(工警悪 幣 学力品 てs.s よ票聖 & M 1politique m ondiale) 月23日 < E H P >pp. 203-208

29
「展望, 中たしたちはプロレク.) ア革命に向つているか」 8 月25日
(Perspectives, A llons-nous vers la r芭volution prole-

く0 L 〉
9-38"1

tarienne) pp. y-

30 「哲学沸教」(Leqons de phitosophie)151
10月 <L P >pp. 17-305

31
「駒 についての考察」(R eflexions sur la guerre) 11月 <E H P >pp. 229-239

32
「レI ニソ著 r唯物論と経験批判論」について」
(Sur le livre de LE N IN E {M aterialism e et E m pino-

cn ticism eか

11月 く0 L 〉

pp.45-5416ー

33
(f豊 盟 霊 し蝣x oa gu盟 」 19revolutionnaire) 月 < E H P >pp. 240-241

34
(左霊-f a -y h K1Oore quelques霊 き怒 le boycot監)Jge (fragm ents)ー 12月17ー < E H P >pp. 242-243

35
「鮒 」(Fragm ents) <0 L >pp. 163ー17718

36 1934
(訂 想 igi-7 a v v y s iclavem ent proleta想 吾 F lorence au X lV e 月 くE H P 〉

85一101
ste cle) pp.

37
「X 氏宛の輔 の断片」(Fragm ent de lettre & X ) 容 <c o >pp. 33-34

38
(R eflexions sur les cpression sociale) 禦 監 la liberte et de l'op一 <0 L >pp. 55-162191

39
(悪 atio盈 rV,t ob6is慧nee et la Iibert6) <0 L >pp. 186-193
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年 代
作 品 名 i 日 付 - 雷 妻蔓イトル

40
(占慧tiltmen盟 告uT思 想 盟 volution etde progr6s) PP<O L>178-1缶

41
r- 女生徒への手紙」(Lettre a une 6l6ve) 12月 <c o >pp.23-27

42 「工那 記」(Journal d'U sine) 12月岬 0,
くC 0〉

pp.35-108

43 1935
(与rois lettres & A lg票だ盟 EVEN ON ) 巨 月 <c o >pp.15-22

44
「ポ.)ス●スヴr ォ;- ヌへの手萩」
(Lettre A Boris SOU V AR INE

4月12日

-

くC 0 〉

pp.29-31

45
「アラソの手紙への回答」 くS S〉
(Reponse A une lettre d'A LA IN ) pp. Ill一116

46
「帆 (Fragm ents)21' <C 0 >pp.109-124

47 1936
TM .e ningen茸 ttre &directe黛 4fc tt , $>Z>RN A RD. oune Cl] 聖 tre & 票 1月13日 <c o >pp. 125-132

48
TM . -t/(Lettre &レ㌫lI ㌫ 霊 棉 ]J) 巨 月31日 <c opp. 13≧-135

49
(Lettre Aレ品. BERN慧 )〔cnn ) 月3日 <c o >pp. 135-143

50
(Lettre d.レ品. BERN AR D〔 月16日 くC 0 〉

pp.143-147

51
(監 e Aレ品.I㌫品苦RAD〔VX lCV ]) 月30日 <c o >147-149PP

52
TM . -<;(Lettre &レ品. BERN慧 )〔¥0 JCYO ) 月 <c o >pp.149-152

53
「M. ベルナールへの手紙〔、Ⅲ〕」
(Lettre 」M . BERN AR D 〔、Ⅲ〕)

I
4月 <c o >pp. 152-153

54
(監 e &レ品. BER NA醐 ∃) 4服 <c o >pp.153-154

55

TM . ^(Lettre ;'tJレ品「㌫品 ARD 棺 nent) CK.〕) 巨 月初 <c o >pp.155-156

56
「アソティゴネI」(A N TIGO N E) 5月15日 <S G >pp.57-62

57
品 ・7 *S・onse響 こne question d'A LA IN) 月16H <E H P >pp.244-247"'

58
「名誉と国家の威信に関する活考察」
(Quelques reflexionsconcernant l'honneuretladignite

nationale)

5月16日 くEH P〉

pp.394-395

59 「エレクトル」(ELECTRE
5月 <S G >pp.63-72

60

(監 霊 レ+M 「BERN A机 封 巨 服 ▲つ <c o >pp. 156-157



30 -シモーヌ・ヴェ～ユの繕作品における括泉-

午 作 品 名 声 中 毒等妻蔓イトル

61
(t譜 台盈 禦 un Syndiqu丘) 6 月 4 日 <c o >pp. 175-179

62
TM . -</(Lettre &レ品.I ㌫ 品 A R D 〔XE]JCXU ) 日 月10 日 PfL 07〉

63
(t禦 禦 a gr6ve des ouvridres m 6tallos) 巨 月10日 <c o >pp. 161-174

64
T M . *</(Lettre &レ品.- ㌫ 悪 潤 -I ftD) 6 月後可 <c o >pp. 158-159

65
「スベイソ日記」(Journal d'E spagne) 月以降 < E H P >pp. 209-216

66
(Fr禦 君監 sser leごgodillots?) 10月27 日 <E H P >pp. 248-249

67
「中立政策 と相互援助」

(La politique de neutrality et l'assistance m utuelle)
11月 <E H P >pp. 250-251

68
(忘譜 盟ervention 孟禦 Jlisee) 11月 <E H P >pp. 252-255

69
「嫌われるための考察」(R eflexions pour deplaire) 11月 < E H P >pp. 218-21925,

70
「断片」(F ragm ent) 謂 P 〉

71
「オーギユス ト●ドトクフへの手紙」 くC 0 〉

(L ettre & A uguste D E T CE U F) pp. 181-184

72
(監 雲 A uguste 占E T CEU F 芦 」 <c o >pp. 185-187

73 1937
「モP ツコ, あるいは飛行制限に関する命令」
(Le M ar∝ ou la prescription en m atiere de vol)

2 月10 日 < E H P >pp. 331-335

74
く紳浜〉浜題 「合理化」(La rationalisation) 月23 日 <c o >pp. 215-232

75
「チ ュニジアの流血」(Le sang coule en T unisie) 月25 日 < E H P >pp. 336-338

76
(品e recom 豊 富ny P霊 la guerre de T roie) 月 1 日 くE H P 〉

77

I

(品e recoZ m enqons p崇 a guerre de T roie 〔suite〕) 4 月15日 )

pp. 256一272

78
(E認 慧 篭'une禦 聖 un 6tudiant) 春 <s s >pp. 117-120

79
(Lettre ㌔ P aul V A LE R Y )" '」 9 月

80
朋 の条件」(L a condition ouvrte re) 月?nn <c o >60H pp. 233-239

81
(t ま盈 歪 h . K buguste D 邑蒜 U F) 」 12月15 日 <c o >pp. 188-195" 1
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年 代
作 品 名 一 日 付 叢等妻蔓イトル

82 「プロ珊 (P R O M E T H EE ) くV S〉

pp. 22-24

83
「北部鉄道紛争から絡ら中る教訓についての覚書」
(R em arques sur les enseignem ents A tirer des conflits

au nord)

くC 0 〉

pp. 197-205

84
「企業における新しい.内部体制のための計画の繕原則」
(P rincipes d'un projet pour un regim e interieur

nouveau dans les entreprises industrielles)

くC 0 〉

pp. 207ー213

85

「ある屍に関する省察」(M editations sur un cadavre) ー <E H P >pp. 324-327291

;●
(濫 禁 (Wrfr )Jproduction (fragm ent)) < E H P >398-399PP

87
(占票 慧盟 監 S CO慧よnant l'econom ique) くE H P 〉

pp.319-323301

88 1938

(譜 聖 m bres palp恐 de la Patrie) 巨 月10日 < E H P >pp. 344-350

89
-
-

r* 」(La m er) 月 <v s >pp. 31-32

90

「批 ちに」(A ux A stres) 巨 月 Pf苫4S〉

91

帆 (La Porte) 巨 月 <v s >pp. 35-36

92
(L 'E urope 冒n guerre pou㌘la完 hecoslovaqu窃 きか」 5月25日 <E H P >pp. 273-278

93
(Eettre A G eこrges B E R N A N苛 」 巨 月 < E H P >pp. 220-224

94
碇 ouvelles donnere francais) 禦 o ffpro怨 colonial dans 12月 <E H P >pp. 351-35631-

95
「断片」(Fragm ents) ー <E H P >pp. 357-3郎

96 「G . ベル.) 1 リへの手紙」(L ettre a G . B E R G E R Y )
くE H P〉

pp. 283-289

97
「ブウシエの耕演についての考察」 ′ くE H P 〉

(R " lexions sur la conference de BO U C H E) pp. 279-282

98
(諾 7 7 ^ ^ :est coupa哲㌘慧iSl慧enees 空ntifranqais?) PP< E H P >339-343

99
「手綱 」(Ebauches de lettres)32ー <E H P >102-116PP

100 1939
「P I マとアルノてこア」(R om e et PA lbanie) 月1 日 p<PP H P >61-62

101
「歴史の′J、さな点 (「ル●.タソ」紙箱集長への手紙)」

(U n petit point d'histoire (Lettre au T em ps))

ー

. 9月後半 < E H P >pp. 381-382



32 - rMXtm - EK憲S^S括3E監蛋∃-

年 可 作 品 名 声 可 叢等妻蔓イトル

102 「野暮についての考察」(R" lexions sur la barbarie) くE H P〉

pp.63ー65

103
「わたしたちの時代の混乱」(D6sarroi de notre temps) <E H P>pp.290-291

.

104
「ある決算のための考察」 くE H P〉
(Reflexions en vue d'un bilan) pp.296-312

105
「帆 (Fragment) PP<E H P>292-295

106
「断片」(Fragment) <E H P>pp.313-314

107
fit-YV ・i>P V 9-^ <D(Lettre A Jean GIRAUD訊 )33. ー <EH P>pp.361-363

108 1940
「ヒットラI主敦の起源に関する若干の考察〔I〕ヒ.y

トラーと古代ローマの対外政策」
(Reflexions sur les origines de l'hitlerisme.〔I.]
Hitleretla pohtique extdrieure de la Rome antique)

1月1日 くEH P〉

pp.1ト60

109

Vr v(Lettre㌢ And孟W EIL)報 」 巨 月3一 <s s>pp.211-257

110
「断片」(Fragment) タ <EH Pp.315 〉

111
「救われたヴェネチア」(Venise sauvde) 月 <v s>pp.41-134

112 「プラトソにおける神」(Dieu dans PLATON)351
10月 <SG >pp.77-136

113
(H l冨V77shde ou le慧 tmP 胃e la force) 12月 <S G>pp.ll-42

114
亨三三鷲 昌覧岩 J(Sur le THEETETE)(Sur le PHEDRE)

F//ミ措 詣 J (Extraits離 S品 LeR芸㌣EDRE etle Banquet)

「国家について」(Sur la Republique)361

くSG〉

pp.137-148

115 1941
(工T icif ・p y-y settre & D6odat ㌶ 謁 」 1月23中 p<PF so63-6孟

116
(盈 監 premiere 監 禦 vail non servile)371 (C O)pp.261ー273

117
「棚 」(Eclair) fv s21 〉

118
「必然」(N色cessite)"1 ㌢3S〉

119
「く主の祈。〉について」(A propos du <Paterサs" <PPチD>214-228

120
「神の降臨」(De父ente de Dieu)<0) <IPpp.9-㍍1



- シモ ーヌ ●ヴ ューユの諸作 品におけ る轍 - 33

年 代 作 品 名 日 付
叢等妻蔓 イ トル

121
「ギ .).シア科学 史素描」

(E squ isse d 'u ne h isto ire d e la science g recq ue)41'
〈I P 〉

p p. 173-180

122 「へ ラ クレイ トス におけ る神」 D ieu dan s H E R A C L IT E くS G 〉

p p. 149-160" '

123 「ノー り (C ah iers) くC I 〉
くC Ⅱ〉43,

124
「波動 力学 について」

(A propo s d e la m eca niqu e ond ulatoire)
くS S 〉

p p . 269 -270

125 「断片」(F rag m en t)
くS S 〉

pp . 27 1ー273

126
「新科学 の基礎につ いて」

(D u F ond em en t d 'un e science nou velle)
くS S 〉

pp . 275 -2 84

127
「メレア グロスの <春〉 の翻訳」

(T rad uction du <P rin tem ps〉de M eleag re)*
くS G 〉

pp . 73 -74

12 8 1942 「ベ ラソ神父への手統」 (L ettre & P 6re P E R R IN 〔I 〕 1 月19.日 . くA D 〉

pp . 13 -22

129 「ベ ラソ神父へ の手紙 」(L ettre a P 6 re P E R R IN )〔Ⅱ〕 1 月末
くA D 〉

pp . 23 -29

130 「ゼ ウス とプ ロメテ ウス」(Z E U S et P R O M E T H E E ) 春
くS G 〉

pp . 43ー46

13 1
「キ .) ス ト.教 と典耕生活」

(L e ch ristian ism e et la vie des cham ps)
春

くP S 0 〉

p p. 21ー33

132
「神 の愛 につ いての考察」

(R " lexio ns sans ord re sur 1' am o u r de D ieu) 春
くP S 0 〉

pp . 3 5ー45

133 「イスラエル と異教徒」 (Israel et les gen tils) 春
くP S 0 〉

p p . 47 -62

134 「科学 の未来 」(L 'A v en ir d e la science) 春
くS S 〉

p p . 177 -185

135
「神へ の愛のた吟に学校 の勉鞍 を活用 する ことについて

の考 察」 (R 丘flex io ns su r le b on usag e d es e tud es

∝olaires en v ue d e 1'A m ou r de D ieu)

春 くA D 〉

p p . 85ー97

136 「神 の愛 と不幸」(L 'A m ou r de D ieu et le m alh eur) 春
ー < P S O >pp . 85 -105

pp . 107 -13 145,

137
「は っき り意識 しない坤への愛の醇形態」

(F o rm es d e 1'A m ou r im p licite de D ieu)
春

くA D 〉

pp . 122 -214

13 8
「ノアの三人 の息子 と地中海文明 史」

(L es trois fils d e N oe et P h istoire d e la c ivilisation

m 色d iterra n 6en ne)

春 くA D 〉

p p. 22 8-246

13 9 「プT= ローダ」 (P ro log ue)
I

春46J
くC S 〉

P P . 9 -10

140 「質 問書」(Q uestion naire) 4 月初一7,
くP S 0 〉

p p . 69ー72



34 -シモーヌ・ヴェーユの諸作品における欝女-

年 代 作 品 名 巨 中 毒等妻蔓イ トル

141
「ベラソ神父への報 」(Lettre & P6re PE R R IN ) 〔Ⅲ〕 4 月16日 p<PチD >30-33

142
(Lettre & Jo霊 O U SQ U E T ) 月12 日 くP S 0 〉

pp. 73-84

143 「ベラソ神父への手紙」(Lettre A Pとre PE R R IN ) 〔Ⅳ〕 5 … <A D >35-62PP

144
「ベラソ神父への鞘 」(L ettre A P6re P E R R IN ) 〔V 〕 5 月16 日 p<PチD >63-67

145 「ベラソ神父への手紙」(Lettre in P 色re PE R R IN ) 〔Ⅵ〕 5 月26日
くA D 〉

pp. 68一84

146
「アメリカ . ノI ト」(Cahiers d'A m erique) 月 <c s >pp. ll-302

147
(詰 禦 慧 - H i-sur 1雷管 Jd'usine) 月 <c o >pp. 241-259

148
(Lettre & 這aurice SC H U M A 恕 ) 7 月 <E L >pp. 185-215

149
(左n* 禁 望 n? i慧 盟 譜 ?02霊 citanienne) 月 <E H P >pp. 75-84

150
「ある叙事詩をとお して卑た一文明の苦悩」

(L 'agonie d'une civilisation vue & travers un poとm e
6pique)

10月 くE H P 〉

pp. 66-74

151
「ある修道者への亭凱 (Lettre えun religieux) 11月10 日 < L RPP. 7-己2

152
「断片」(Fragm ent) 11月以降 <E L >pp. 151-182

153
「P ソ ドソで書かれた覚書」(N otes ecrites A Londres) 11月末以降 <c s >pp. 303-338

154
「両親への輔 」(Lettre A ses parents) 12月l6 日 p<PP 2Ll孟-257

155
「板をもつこと」(L 'enracinem ent) 12月 p<Pチ吉ー256

156
(語 譜 盟 、fr票 de la theorie des Q uanta) 12月 <s s >pp. 187-209

157
(N ot≡=S三 C L EA N T H E ,観 7 1-9 VR E C Y D ニ v h'p j* *? 12A N A X I- 月 <S G >pp. 161-172

M A N D R E , et P H ILO LA O S)

158 「科学とわたしたち」(La science et nous)
- くS S 〉

pp. 121-176
pp. 261-268一9,

159
(P laintes ㌔7 <D.'E le禦 霊 霊 sance d'O reste) <PPP G >47-55

160

(Pen完e? 慧 禦 rdre concernant 1'am our de D ieu) ー <P S O >pp. 13-20



- シモ ーヌ . ヴ エI ユの諸作品におけ る語褒- 35

年 代 作 品 名 ) 日 付 叢等妻蔓 イ トル

I

i

I
一
I
.Ai

i

.I

16 1 「ノI ト」 (C ah iers) くC Ⅱ〉
くC Ⅲ〉50,

162 19 43
「マル クス主葛 の矛盾について」

(Su r les con trad ictions d u m arx ism e) 4 月以前 く0 L 〉

p p. 194-20 4

163
「マル クス主薗 学説を蔓存在す る.か」

(Y aーt-il u n e d∝trine m arx iste?)

- 4 月以前

-

く0 L 〉

pp . 22 1-254

164 「人格 と聖 なるもの」(L a person ne et le sacr6) 4 月以前 くE L 〉

pp . ll-44

165
「わた したちは正義 のた桝 こ戦 うのか」

(L u tto ns一riou s pou r la Ju stice?) 4 月以前
くE L 〉

pp . 45 -5 7

166
「臨時政 府の正統性」

(L eg itim ite d u g ouv ernem ent prov iso ire)
4 月以前 くE L 〉

pp . 58 -73

167
「人間 の義務に関す る宣 言? ための習作 」

(E tud e pou r un e declara tion des ob liga tion s env ers
1,芭tre h u m ain )

4 月 以前 くE L 〉

p p . 74-84

168
「新 しい窟法 草案につい ての考 え」

4 月以前 くE L 〉
(R em arqu es su r le n ouv eau p ro je t d e C onstitution) p p . 85-92

169
n(IdT m m o 霊P I完s po ur恐 nou velle C onstitu tion )

4 月 以前
くE L 〉

p p . 93-97

170
「この戦 争は宗教戦争で あ る」

4 月以前
くE L 〉

(C ette g uerre est u ne g uerre d e relig ion s) p p . 98ー108

171 . 「反抗 についての考察」(R 芭flex ions su r la revo k e) 4 月以前 くE L 〉

p p . 10 9-125

172
「政党 の全面 的解消に? いて の覚書 」

(N ote sur la sup pression g芭nera le d es p artis po litiq ues)
4 月以前

くE L 〉

p p. 126- 148

173
「フラソス国民の運命 との関連 に畢け る植民地問 題に

ついて」 (A p ropos d e la qu estio n colon iale, dan s

ses rappo rts av ec Ie d estin d u p eup le fran cais)

4 月以前 くE H P 〉

p p. 3 64-378

174 「秘故 の翰 」(T h eorie d es sacrem en ts)

-

4 月以前
くP S 0 〉

p p . 133一145

175 「最後のテキ ス ト」 (D ern ier T exte) 4 月以前51,
くP S 0 〉

pp . 149 -15 3

176 「断 片」 (F ragm en t) 4 月以前
く0 L 〉

p p. 2 05-220

177 「ア ソ ドレ ●ヴ エーユへ の手紙 」(L ettre 急 so n frとre) 4 月17日
くE L 〉

p p . 216一2 17



36 -シモーヌ・ヴェ-ユの詩作晶における語嚢-

上記の図表のうち, 「単行本タイトル略号文字」と

いう欄の略号は,以下のタイトルに従った省略散骨で

ある(掲載はアルファベット順。弗訳名のあとは,也

版社,その刊行年号)0

くAD) Attente de Dieu (「神を待ち望む」)

La Colorllbe, 1950

くCI) Cahiers I (「ノート」I) plon, 1951

くCⅢ) Cahiers ]I (「ノート」H) plon, 1953

くCⅢ) Cahiers HI (「ノート」IE) plon, 1956

くC 0) La condition ouvriere (「労働の条件」)

Gallimard, 1951

くC S) La connaissance surnaturelle

(「超自然的藩論」) Gallimard, 1950

くE)　L'enracinement (「板をもつこと」)

Gallimard, 1949

くEHP〉 Ecrits historiques et pohtiques

(「歴史政治輸集」) Gallimard, 1960

くEL) Ecrits de Londres et dernieres lettres

(「ロソドソ雑記と最後の手紙」)

Gallimard, 1957

くI P) Intuitions pr丘chrdtiennes

(「前キリスト教的直観」) La Colombe, 1951

くL P〉 Lemons de philosophic

(「哲学誇象」) plon, 1959

くLR) Lettre A un religieux

(「ある修道着への手紙」) Gallimard, 1951

くOL) Oppression et liberty (「抑圧と自由」)

Gallimard, 1955

くP SO) Pensee sans ordre concernant l'amour

de Dieu (「神への愛雑感」) Gallimard, 1962

くSG) La source grecque (「ギリシアの泉」)

Gallimard, 1953

くS S) Sur la science (「科学について」)

Galhmard, 1966

くV S) Venise Sauv6e (「救われたヴェネチア」)

Galhmard, 1955

また,目付け空欄は目付け不詳を意味する。

さて,私はこの〔A〕表をもとに,早速,先に上げ

ておいたいくつかの単語の頻度を示す図表〔B〕の作

成に取りかからなければならないのである。その際,

詩作晶に付け加えられている番号(1. 2. 3…177)紘

〔A〕表通りになることは当然であるし,さらに,そ

の作品に出てくる何らかの単語は記号化してあらわす

ことにする(これは,何らかの単語が用いられる作品

の貫数を麓に書き込むうえでの簡略にすぎない。また

この駐において,貫数に統く括弧内の数字は,その貫

に出る単語の頻度になっている。駐52を参照)。すな

わち, 「抑圧」 (Oppression), 「革命」 (Revolution),

「神」 (Dieu), 「不幸」 (Malheur), 「感冊」 (Senti-

ment), 「感受性」 (Sensibility), 「労働」 (Travail),

「疲労」 (Fatigue)は,順次, ㊨, ㊨, ㊨, ④, ㊨,

①, ㊨, ⑥にしておくということである。ただし'図

表内に配された数字は・yモーヌ・ヴェーユの作品にお
●　●

ける,何らか(㊥から旬)の単語の全体の数字である

(空欄の場合は,それらの単語が見当たらない)とい

うこと,それらの単語は,すでに述べているように,

名詞に限定した,したがって代名詞(主語,目的語,

その他)を付加させると, 〔B〕東上の数より多くな

るということに注意して,以下をみる必要があろう。

なお, 〔B〕表はすべて註52に披当するo



単 醇 抑 圧 @ 革 命 ⑥ 神 ㊥ 不 串 ④ !R W ゥ 感 受 性 (か 労 働 ⑧ 疲 労 ①

作品名 op pression revo lu tio n D ieu m alh eur sen tim en t sensib ility travail fatig ue

1
「火の妖棉たち」

(C on te des lu tins d u feu )

2
「シ′ヤルルl7 - ニ ユ祭 りの会食時 に読

まれた詩」(V ers lus au g o u ter d e la
S ain t-C H A R L E M A G N E

2

3
「金持 ちの若い娘に」

(A u ne jeun e 川 le rich e)
1 1

4 「あ る一 日に」(A u n jou r) 1

5
「デカル トにおけ る科学 と知覚」

(S cience et perception d ans D escar一

tes)

6 29 21 5 3 1 2

6
「あ る同志へ の手紙」

(L e ttre & u n cam arade)

7
「ドイ ツ革命の条件 0 レオ ●トロッキ

ー著 rそ して今はJ」
(C ond itio ns d 'u Pe revo lu tion a l一
lem ande. < E t m ain ten ant?〉,par L 60 n

T R O T S K Y

14

8
「ド1 ツの第一印象」(P rem ieres im t

pressions d'A llem ag ne)
1

9
「待 機す る ドイ ツ ( 8 月 9 月の印章)」

(L 'A llem ag ne en atten te (Im pression s

d 'ao u t et sep tem bre))

ll

-

9

-

ー

1

10
「待 機す る ドイ ツ ( 8 月 9 月の 印象)

〔統 〕」(L 'A llem agn e en a tten te (Im -

p ressio ns d 'ao ut et sep teーttb re 〔su i-
te〕)

I

ヾ
rtI

I
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単 語 m m ョ 革 命 ⑥ 神 ㊥ 不 幸 (む 感 冊 ㊥ 感 受 性 (む 労 働 ⑧ 疲 労 (抄

作 品名 opp ressio n revo lu tion D ieu m alhe ur sentim en t se nsib iH t6 travail fatig ue

l l
「ベル リソ変通 ス トライキの教訓」

(L es enseig nem en ts de la g reve d es

transp orts & B erlin)

2

12
「ドイツ? 選挙」

(L es e lec tion s a llem andes)

13
「ドイツ,÷おけ る状 況 〔I ]」

L a situa tion en A llem ag ne 〔I 〕)
1 1 2

14
「ドイ ツにおけ る状 況0.ヒッ トラI の

運 動 〔Ⅱ〕」 (L a situation en A lle-

m ag ne. L e m ouvem ent h it!6 rien〔Ⅱ〕)

2 2 7

15
「教学 準育」

(L 'en seig n em en t d es m ath色m atiqu es) 6

16
「ドイツに おける状野 0 ドイツ改 良主

萄 〔Ⅲ〕」(L a situation en A llem ag ne.
L e reform ism e allem and 〔Ⅲ〕)

1 7

17
「ドイツに おける状況 0 ド‥イツ改 良主

敬 (統) 〔Ⅳ〕」(L a situa tion en A l-
lem ag ne. L e r^form ism e allem and
(su ite) 〔Ⅳ〕)

2 3

18
「ドイ ツにおけ る堺況0 共 産主哉迎動
CV JJ (L a situation en A llem ag ne. 1

L e m ou vem ent com m u n iste 〔V 〕)

19
「ドイツにおけ る埠況 0 -共産主義 運動
(統) 〔Ⅵ〕」(L a situa tion en A lle-

m agn e. L e m ouv em en t co m m un iste
(su ite) 〔Ⅵ〕)

5 2

20
「ドイ ツにおける状 況0 ドイ ツの共産

主幾 運動 〔Ⅷ〕」(La situation en A l-
lem ag n e. L e m ouvem en t com m u n卜

ste allem and 〔Ⅶ〕)

2

2 1
「ドイ ツにおけ る状況0 ドイ? の共産

主義遊動 (枕) cvin〕」 (L a situ ation

en A ltem ag ne. L e m ouv em en t c0 m 一

m u niste allem 'and (su ite) 〔Ⅷ〕)

2 1
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単 椿 抑 圧 ㊥ 革 命 ⑥ n ゥ 不 串

作 品 名 o p p r ess io n r丘v o lu tio n D ie u m a llte u

2 2
「 ドイ ツ に .お け る 状 況 」

(L a s itu a tio n e n A lle m ag n e )

2 3
「 ドイ ツ に お け る 状 況 e F:イ ツ共 産 主

戟 (統 ) 〔Ⅸ 〕」 (L a sitワa tio n e 一一 A lI
lem a g n e . L e c o m m u n ism e a lle m a n d
(su ite ) 〔Ⅸ 〕)

3

2 4
「ド イ ツ に お け る 埠 況 0 .ドイ ツ共 産 党
(完 ) 〔Ⅹ 〕」 (L a P itu a t io n e n A l一

lem a g n e . L e p a rti co m m u n is te a l-
len ta n d (f in ) 〔Ⅹ 〕)

1 4

2 5
㌫ ㌫ 青 島 諸 R 芸 hfie

x io n s c o n ce rn an t la tec h n o c ra t ic ,
le n a lio n aト S∝ ia lism e , e t q u e tq u e s
a u t res p o in ts)

2 6
「 ドイ ツに お け る 状 況 に つ い て 」 (S u r

la situ a t io n e n A lle m ag n e )

2 7
「 ドイ ツに お け る 状 況 に つ い て e

M . O . R へ の 回 答 に つ い て の 覚 書 」
1

(S u r la s itu a tio n e n A lle m a g n e .

Q u e lq u es re m a rq u e s su r la r6 p o n se
d e la M . O . R )

2 8
「世 界 政 治 の な か の ソ ヴ エ ト連 邦 の 役

割 」 (L e r o le d e 1' U . R . S . S d こln S
2

la p o litiq u e m o n d ia le )

2 9
「展 望 , わ た し た ち は プ P V & リア 革

命 に 向 つ て い る か 」 (P e rs p eヂt iv e s , A l一
Io n s- n o u s v e rs la re v o lu t io n p ro l6 -

ta n e itn e )

19 7 1

3 0
「哲 学 満 額 」

(L e q o n s d e p h ilo so p h ic )
3 0 1 6 6 3

3 1
「敬 争 一子つ い て の 考 察 」

(R e f le x io n s su r la g u e rre )
4 16

3 2
「レ - ニ ソ著 r唯 物 論 と 経 験 批 判 輸 J

3 5
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単 醇 抑 圧 ㊥ 革 命 ⑤ 神 ㊥ 不 幸 (む 感 情 ㊥ 感 受 性 ① 労 働 @ 疲 労 ⑥

作 品名 o pp ressio n rev olu tion D ieu m alh eur sen tim en t sen sib ilite trav ai fatig ue

44
「ポ リス . ス ヴr !) - ヌへ の手紙」

(L e ttre & B oris SO U V A R IN E )
2

45
「アラ ソの手 紙へ の回答」

(R 6p onse & un e lettre d 'A L A IN )
1 10

46 「断 片」 (F rag m ents) 4 3 3

47
M . ベルナールへ の手紙 または, あ る

技 師長へ の手紙 〔I〕」 (L ettre 争 M .
B E R N A R D , o u L e ttre A u n in g芭t

n ieu r d irec teu r d 'U sin e 〔I 〕

5 10

48
「M . ベルナールへ の手紙 〔Ⅱ〕」

(L ettre A M . B E R N A R D 〔Ⅱ〕)
3 1

49
「M . ベルナ ールへ の手 紙 〔Ⅲ〕」

(L ettre A M . B E R N A R D 〔Ⅲ〕)
1 4 3

50
「M . ペルナ I ルヘ の手紙 〔Ⅳ〕」

(L ettre え M . B E R N A R D 〔Ⅳ〕)
2 8 1 2

5 1
「M . ペルナ I ルヘの手紙 〔V 〕」

(L ettre A M . B E R N A R D 〔Ⅴ〕)
2 3 1 1 1 2

52
T M . -ォ/(L ettre &レ品.I ㌫iR N 譜 )〔C¥O J

5 3
TM . *< /(L ettre inレ品「B E R N 譜 )〔W JJC¥O )

2 1

5 4
「M . ベルナ ールへの手紙 〔Ⅶ〕」

(L ettre A M . B E R N A R D 〔Ⅶ〕)
1

55
「M . ベルナ ールへの手紙 (断片)

〔Ⅸ〕」(L ettre -k M . B E R N A R D

(frag m en t) 〔Ⅸ〕)

56 「アソテ ィゴネ- 」(A N T IG O N E ) 3 5

57
「アラソの問いに答え声」

(R epon se & u ne qu estion d 'A L A IN )
2



単 醇 抑 圧 @ 革 命 ⑥ 神 ㊥ 不 率 ④ 感 岬 ㊥
sentim ent

、▼ tn'1V盈 ⑧
l～
疲 労 ①
fatigue

I

.

作晶名 oppression revolution D ieu m alheur

58
「名誉と国家の堵借に関する醇考察」
(Q uelques reflexions concernant
l'honneur et la dignity nationale)

2

59 rユレクトル」(ELE C T R E ) 2 4 3 1

60
M . ベルナールへの事故 〔Ⅹ〕」
(Lettre a M . BE R N A R D 〔X 〕)

61
「一組合員への公開状」
(Lettre ouverte A un Syndique) 2

62
「M . ベルナールへの手紙 〔Ⅹ〕」
(Lettre d. M . B ER N A R D 〔Xl〕) 1

63
「女子楠鉄工の生活とストライキ」
(La vie et la gr色ve des ouvrte res
m ^tallos)

1 1 6 ll 8

64
「M . ベルナI ルへの手紙 〔ml〕」
(Lettre ;¥ M . B E R N A R D 〔油〕) 1 1

65 「スベイソロ紀」
(Journal d'E spagne) 1 1 3 1

66 「軍靴を磨いておくべきか」
(Fauトil graisser les godillots?) 1 1

67
「中立政策と相互援助」
(La politique de neutralit丘et l'as-
sistance m utuelle)

2

68
「一般化された不介入政策」
(Non-intervention genむalis6e) 1 4

69
(左禁盈 悪霊 笥 laire) I

2

70 「断片」(FrJigm ent) 4
, I ,

71
「オI ギユスト. ドトクフへの手叔」
(Lettre & A uguste D ET CE U F)

i I
6

I 9 1
2
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作品名 op pressio n r色volu tion D ieu m a lh eu r sentim en t sen sib ilit色 trav ail fa tig ue

7 2
「オI ギ ユス ト● ドトウフへ の手紙」

(L ette & A u g uste D E T CE U F ) 3

7 3
「モ ロ ッコ, あ るいは飛行制限町喝 す

る命令」(L e M ar∝ ou la p rescription
en m atte re de vo l)

74
く論決〉.浜磁 「今野化」

(L a ratio nalisation )
1 2 1 8 9 2

75
「チ ュニジアの流 血」

(L e sang co ule en T un isie) 1 l l

76
「トP イア戦 争を操 りか えす まい」

(N e recom m en qon s p as la g uerre de
T roie

1 2 2 5

77
「トロイア戦 争を練 りかえす まい〔椀〕」
(N e recom m en con s p as la g uerre de

H
I

T roie 〔suite〕) P
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78
「一男生徒への手紙 の断片」

(F rag m en t d 'un e le ttre & u n e tu d iant)

79
「ポール ●ヴ ァレリーへ の手紙 」
(L ettre & P au l V A L E R Y )

,

I

80 「労働 の条 件」(L a cond itio n o uv riとre 1
- 8

8 1
「オI ギ 3.ス ト●ドトタフへ の手紙 」
(L ettre & A u g uste D E T d 王U F ) 1

82 「プ ロメテ」 P R O M E T H E E ) 1

83
「北 部鉄道 紛争 か ら得 られ る教訓につ

い.ての覚啓」(R em arq ues sur les en-

se ign em en ts A tirer des con flits au
nord )

1

■

3 21

84

「企業 におけ る新 し.い 円部体制 のた.a

の計画の鰭原則」(princip es d 'u n pro jet

pou r u n re g im e in ten eu r no uveau′.
d ans les en treprises ind ustrie lles)

5 17



単 欝

作 品名

抑 圧 ㊥

op pression

革 命 ⑥ 神 ㊥ 不 幸 ④ 感 冊 ㊥ 感 受 性 ① 労 働 @ 疲 労 ①
r丘vo lu tio n D ieu m alh eur sen tim ent sen sib ilite travail fatigu e

85
「あ る屍に関す る省察」

(M ed itations su r u n cadavre)
1 1 1

86
「進歩 と生産 (断片)」

(P rog res et p rod uctio n (frag m en t))

87
(占票 慧 盟 孟:」f <otatio ns省 concernan t

P eco nom iqu e)

2 1 1

88
「祖国のこの痩 噂する手 足」

(C es m em bres p alp itan ts de la P atrie)
2

89 「海 」(L 呈 m er)

90 「星 たちに」(A ux A stres)

9 1 「扉」(L a P orte)

92

93

94

95

「チ ェコス ログ 7,キアのために ヨI T]

ツ/<は戦 うべ きか」
(L 'E uro pe en g uerre po u r la T ch 6

coslovaq uie?)

1 1

「ジ 音ル lJ ユ . ベル ナ ノスへ の手紙」

(L e ttre 久 G eo rges B E R N A N O S )
1

「プラソス帝国 の植民地関頭 の新 たな

箔与件」(L es n ouve lles do nn des d u

p robl6m e colon ial d ans l'E m p ire
fran cais)

1 3

「断 片」(F rag m en ts)

96
「G . ベル ジ 1 1) への手紙」

(L ettre & G . B E R G E R Y )
2 1

97
「プウγエの許掛 こついて の考 察」

(R eflexio ns sur la con ference d e

B O U C H 丘)

1
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単 醇 抑 圧 ㊥ 革 命 ⑤ 神 ㊥ 不 幸 ④ 感 情 ㊥ 感 受 性 (か 労 働 @ 疲 労 ⑥

作 品名 o pp ression r丘vo lu tio n D ieu m alh eu r sen tim ent sen sib ilite trav ai rat…g ue

9 8
「反 プラソス陰謀の罪は誰に あるか」

(Q ui est cou pab le d es m en ees an - 1 3 3 1

tifranQais?)

9 9 「手統草稿」(E b auch es d e le ttres) 1 3 2

100
「P I マ とアルノくニア」

(R o m e e t l'A lb an ie)

10 1
「歴史の小 さな点 (「ル ●クソJ.妖 締

典長へ? 手紙)」(U n petit p oint
d'h isto ire (L e ttre au T em ps))

10 2
「野幕についての考察」

(R " lex io ns sur la b arbarie)
1

10 3
「わた したちの時代の混乱」

(D 6sarroi d e notre tem p s)
4

「あ る準算の ための考察」

(R " lex ion s en vu e d 'u n b ilan)
8

-
1 7 4 110 4

10 5 「断片」(F rag m en t)

10 6 「斬片」(F rag m en t)

10 7
「ジヤソ ●ジP ドゥI への手妖」

(L ettre & Jean G IR A U D O U X )
1

10 8
「ヒッ トラI 主敦の起源に関す る若干

の考察 〔I 〕 ヒッ ト守I と古代 p - ?

の対外政 策」(R eflexio n s sur les on

g ines d e I'h itl6rism e. 〔I 〕 H itler
et la po litiqu e ex t'jrieu re d e la
R om e an tiq ue)

1 4 3 14 ll 2 8

109
「7 ソ ドL/ . ヴエー3 .への手紙 」

(L ettre ii A nd re W E IL )
ll 5 19 9

110 「断片」 (F ragm ent)
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作品名　　　　　、~

「救われたヴェネチア」
(Venise sauvde)

nm(D

oppression#fitョ
revolution

7f
mal農Ir④sent監nP悟急乱曾惚V盈⑧偲gTe①

「プラトソにおける神」
(Dieu dans PLATON)

113 I (L'lliade 。u leる霊me de la force)

a昌^ssm
「テアイテトスについて」 (Sur le THEETETE)
「パイドロスについて」 (Sur le PHEDRE)
「バイドロスと饗宴について」

(Sur le PHEDRE et le Banquet)
「バイドロス抄」 (Extraits du PHEDRE)
「国家について」 (Sur la R6publique)

「デオダ・ I,ツシュへの手紙」
(Lettre A D6odat ROCHE)

「奴隷的でない労働の第-粂件」
(Condition premiere d'un travail non
servile)

「稲妻」 (Eclair)

「必然」 (Necessity)

「く主の祈り)について」
(A propos du ^Pater?)

「神の降臨」 (Descente de Dieu)

「ギ.)シア科学史素描」 (Esquisse d'
une histoire de la science grecque)

「へラクレイトスにおける神」
(Dieu dans HERACLITE)

「ノート」 (Cahiers)
くCI) 7
くCl【)
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単 醇 抑 圧 @ 革 命 ⑤ 秤 (ら
D ieu

不 幸 ④

m alheu r

感 情 ㊥ 感 受 性 ① 労 働 @ 疲 労 (抄

作 品名 op pressio n revolu tio n sen tim en t sensib ilite travail fatig ue

124
「披動力学 について」 (A propo s d e

la m 6caniqu e o ndu latoire) 1

125 「断片」(F ragm en t) 1

126
「新 科学 の基 砂 こついて.J
(D u F o ndem en t d 'u ne science no uve lle)

4 2 1

127
(T rad uctio n d u <tp至in tem p s|>聖 M 6-

1

1eag re)

128
「ベラソ神父へ の手紙」

(L ettre A P 6re P E R R IN ) 〔I 〕 18 3

129
「ベラソ神父へ の手紙」

(L ettre & P 6 re P E R R IN ) 〔Ⅱ〕
6

130
「ゼ ウス とプロメテ ウス」

(Z E U S et P R O M E T H E E ) 2

131
r.辛 .y ス ト教 と農耕生活」 (L e chn

stianism e et la v ie d es ch am ps)
12 2 1 20

13 2
「神の愛についての考察」(R " lexio ns

sans o rd re su r 1'am o u r de D ieu)
6 1 2 1

133
「イス ラエル と異教徒」
(Israel et les g en tils) 4 2

134
「科学 の未来 」

(L 'A ven ir d e la science)
1 6

135
「神の愛 のために学 校の勉敏を活用す

ること一手つ いての考察」
(R e flexio ns su r le b on u sage des

e tud es sco laires en v ue d e l'A m ou r
d e D ieu )

ll 1 2 4 7

136
「神の愛 と不 畢」

(L 'A m our de D ieu e t le m alh eu r)
1 119 166 7 8 1 2

137
「は っき り意激 しない神への愛 の済形

15 1 40 13 7 4 3

1
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単 藤 一.
監 蕊 ion 莞 1fr ョv olu iton 秤 (ら 不 串 ④ 感 情 ㊥ 感 受 性 瑳) 労 働 ⑧ 疲 労 ①

作 品名 D ieu m alh eu r sen tim en t sen sibilite trava il fa tig ue

態」(F o rm es de l'A m o ur im plicite
de D ieu )

13 8
「ノアの三人の息子 と地 中海文 明史」

(L es trois fils de N o丘et 'tn stoire
21 1. 1

d e la civ ilisa tio n m 6d iterran6en ne)

139 「プ T3 ローダ」 (P rolog ue) (24 )

140 「質問書」 (Q uestio nna ire)
I

3 .

14 1
「ベ ラソ神父へ の手紙 」

(L ettre 」 P 6re P E R R IN ) 〔Ⅲ〕 1 1

14 2
「ジ F I . ブス ケヘの手紙」

(L ettre & Joe B O U S Q U E T )
6 16 2 1 1

143
「ベラソ神父への手紙」

(L e ttre d. P 6 re P E R R IN ) 〔Ⅳ〕

1 -

29 9 6 3 1 1

144
「ベ ラソ神父へ の手紙 」

(L e ttre & P 6 re P E R R IN ) 〔V 〕
3 6

145
「ベ ラソ神父へ の手紙」

(Le ttre A P 6re P E R R IN ) 〔Ⅵ〕
36 l l 1

146
「アメ リカ ●ノー ト」

(C ah iers d 'A m 丘riq ue)
90 1 7 9 38 13 3 0 6

147
「工場生活に関す る考察」

(R " lexio ns sur la v ie d 'u sine) 1 12 17 47 3

148
「モI 1) ス ●シ テI マ ソへ の手紙」
(L ettre d. M aurice S C H U M A N N )

ll 9 7 1 5 3

149
「オ ク諸文 明の革感は何 にあlZ>カ}J

(E ㌢ q uo i co nsiste I'insp ira tion

∝citan ien ne)

1 ll 2 1 1 1

150
「あ る叙事詩卑 とお してみた一文 明の

苦悩」(L 'ag on ie d 'u ne civi一isatio n

v ue & travers u n p oem e e pique)

2 2 6
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作 品名 o ppressio n r丘vo lu tion D ieu m a lh eu r sen tim en t sensib i it6 travail fatig u e

15 1
「ある修道者 への手紙 」

(L e ttre A u n relig ieu x) 1 1 7 6 9 1 2

152 「断 片」 (F rag m e nt) 14 10 2 4 5

153
「P ソ ドソで書かれた 覚書 」

(N otes 6crites A L o nd res)
85 6 3 6 1

154
「両 親へ の手紙」
(L e ttre 」 ses paren ts)

1 2 1 18 1

155 「根 を もつ こと」(L 'en racinem en t) 5 19 125 49 8 1 6 88 9

156
「量子輸についての考察」

(R eflexio ns & propos d e la th eorie
d es Q u an ta)

2 1 2 17

157
「クレアソテス, べ t/ キ ユデス, アナ

クツマソ ドロスおよび ビP ラオスにつ
いて の覚書」 (N o tes su r C L E A N -
T H E , P H E R E C Y D E , A N A X IM A N
D R E , et P H IL O L A O S

20 1

158
「科学 .t わた した ち」
(L a sc ience et n ous)

l l 4 1 1 4 1

159
「エ レク トラの嘆 きとオ レステ スの感

謝」 (P laintes d 'E lectre et recon na is-

san ce d 'O reste)

2 8

160
「神へ の愛雑感 」(P ens6es san s orclre

concernan t l'am ou r de D ieu)
1 7 2

7 !

16 1 「ノー ト」(C ah iers)
くC Ⅱ〉 2 27 1 53 19 5 8 1
くC Ⅲ〉 3 8 46 3 2 3 22 8 26 3

162
「マル クス主鼓 の矛盾につ いて」

(S u r les co n trad iction s d u m arxism e)
9 14 1 ll 1

163
(与 a- t- il 票 禦 空想 iste?)

3 ll 4 2 2 5

一一lJ一 ‥ r一▼. - 、.-



単 醇

作品名

抑 圧 ㊥

op pression

革 命 ⑥

re volu tion

神 ㊥ 不 串 ④ 感 情 ㊥ 感 受 性 ① 労 働 ⑧ 疲 労 ①
D ▲eu m a lh eu r sentim ent sensib ility travail fa tig ue

164
「人格 と聖な るもの」

(L a perso nne c t le sacrd) 6 24 3 4 1

165
「わた したちは正 敦のた めに戟 うのか」

(L u ttons一nou s po ur ーa J ustice?) 2 10 2 3 2

166
「臨時政 府の正統 性」 (L 6 g itim it6 du

g ou vernem en t proviso ire)
2 3 8 1

167
「人間 の籾 に喝す る宜言 のt .めの習

作」(E tud e 押 u r une dec laratio n d es

ob liga tions env ers 芭tre h u m ain )

ー 2

-
3

168
「新 しい唐法 草案につい ての考 え」

(R em arq ues sur le no uveau pro jet
de C o nstitution)

2 1 1

169
「新憲法 のための根本的理 念」

(Id ees essentielles po u r u ne n o uvelle
C on stitu tio n)

2

17 0
「この敬争は宗教政争で ある」 (C ette

g uerre est un e g uerre d e relig io ns)
5 5 2

171
「反抗について の考察」

(R eflexio ns su r la 色vo lte) 2 2 1 2 2

172
「政党の全面的解消につヤ、ての覚書」

(N o te sur la sup pression g ene rale
d es partis p olitiqu es)

1 4 2 1

173 品 蒜 晶監 禁 雪J (A pro pos 監

la q uestio n colo niale, d ans ses rap

ports avec le destin du peu ple
franca is)

1 2 3 3 2 1

174
「秘味 の理論」
(T h eorie des sacrem en ts) 2 6 1 1 2

175 「最 後のテキス ト」(D ern ier T ex te) 3 1 -

176 「断片」(F ragm en t) 3 2 6 1 4

17 7
「アソ F t/ ●ヴエI ユヘ の手紙」

(L ettre 」 son fr6re) 2
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●　●

思想の一文性という立場から,これらの図表を一見
●　●

すると,シモーヌ・ヴェーユに付け加えられた社会思

想家や宗教思想家なる肩書を消し去ることができると

思うのである(ただし,前記もしていたように,まず

彼女の生涯全体にわたって終始問題にされていたであ

ろう思想(思考)を構成する単語がすべて網羅され,

その鋭明がなされたり,次に,それらの単語のいくつ

かはおたがい関連しあうということを美証させてみた

り,そして,何よりも,作品を書かせる契機としての

彼女の現実の行動が明かされたりする段階にまで輸証

が蒔かれることによって,はじめて,その思想の一文

性なる立場が確実になるのであり,本来,その検討な

しには何も語れなくさせるところであるが,それでも

一見による言及がここに許されるとするならば,社会

思想家や宗教思想家の肩書は,彼女にあって,不必要

なものになっているということである)0

ともかく,こうした肩書をもつと捉えられる場合,

これらの図表からは,シモーヌ・ヴェーユが工場体験

を終える1935年7月31日を境にして,前後の作品(図

表〔A〕 〔B〕の番号のおよそ46までの作品がその境

界となる)に区分し,そこに出てくる単語の頻度の多

きによって,前半のいわゆる社会思想家,後半のいわ

ゆる宗教思想家の肩書の選別が可能になったとみなさ

れ得るはずなのである(しかし,実際のところ,それ

では前半と後半であまりに作品数が違いすぎるから,

どちらかの肩書で彼女を呼ぶことも不可能なのであ

る。作品の長短を度外視する単純計算において,前半

の作品が46であり,後半のそれが131にも達するので,

選別の対象にさえなり得ないのだ)。 「抑圧」 ㊨, 「革

命」 ⑥という単語を社会思想家の立場の発育として捉

えると,それらの単語は何も前半だけのものではな

く,教は少ないが,後半にも使用される青葉となって

いる。とくに, 「革命」という単語にかぎっていえば,

それは,後半に属する1942年のr根をもつこと」くE〉

(No155), 1943年の　rマルクス主義学説は存在する

かJくOL〉 (N-163), T反抗についての考察JくEL)

(N-i7i), rフラソス国民の運命との関連における植

民地問題について」くEHP〉 (No173), r断片JくO

L〉 (N-176)に記されてくる。しかし,それらの作

品における頻度の大半は,歴史上の革命(プラソス革

命)について記したものになり,このときまでも,革

命が必要なのだと彼女が叫んでいるのでは絶対ないの

だが531それでも社会思想家という肩書は彼女の前半

51

生にあてはまるといえそうだ。それに, 「労働」⑧なる

単語も見出されるとすれば,ますます, ・社会思想家と

いう肩書は肯定してもよいようにみえてこよう(た

だ, 「労働」は総頻度1325回で, 177の作品全体のうち

94のそれに出てくる単醇になっているが,労働をたん

に合理化せよと彼女が主張するだけのそれでは決して

ない。また, 「疲労」⑥という単蕗は「労薗」と関係を

もつとしても,労働から疲労をなくせということで,

「疲労」の単語が何度となく用いられてくるのではな

いように思われる。したがって,この「労働」なる単

語は,社会思想家という肩書だけに押し込めておいて

よいというものではない)0

以上のことは,ツモ-ヌ・ヴェーユが宗教思想家な

る肩書をもつとみなされることに対しても,同株にい

えるように思うのだ。 「神」 ㊥という単語を宗教思想

家の立場の発育として捉えると,その単語は,前半の

1930年の学士論文であるrデカルトにおける科学と知

覚JくSS) (N-5), 1933年のr哲学講義」くLP)

(N-30)に用いられているにしても,圧倒的に後半

の鰭作晶に多いということができるからである(177

の作品数のうち, 65の作品にこの単醇があり,総頻度

は実に3659回に達している)。学士輸文と諌哉ノート

に出てくる「神」は,彼女にとって生の切実な問題に

なる神として取り上げられているのでは決してないの

だから,そこに,宗教思想家なる肩書を付加させるこ

とはふさわしくないというわけである(ただ,後半に

おいて,宗教思想家という立場が堅持されると駆めら

れようとも,それは,もはやキリスト教的な宗教思想

家であるというようには捉えきれない感じを与えさせ

るのである。なぜなら, Koan, Satori, Nembutsu,

Dharma, Yoga, Karma, Brahman, Atman, Krishna

などの単醇が使われてくるからである)0

しかしながら,かりに社会思想家・宗教思想家とい

う肩書が私に選択されることになるとしても,シモー

ヌ・ヴェ～ユにそうした姿勢をもたせるようになった

鹿田は何かを私に阻めさせるのでないかぎり,その選

択を受け入れることはできない。もし自分自身を社会

思想家や宗教思想家に見立てているのなら,それなら

ばなおのこと,何らかの原因がなくては,社会思想家

や宗教思想家としての姿勢,あるいは,それぞれの果

実の行動を,彼女も選び取らなかったはずであるoそ

の原因には,シモーヌ・ヴェ～ユ研究家藷氏の括るよ

うな「不幸」④ということが放当してくるだろう。そ
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して,この不幸は抑圧,革命,秤,あるいは,労働,

疲労という単語と当然かかわりをもつことにもなろ

うo Lかし,図衷〔B〕をみてもわかるように,前半

(およそN-46の作品)まで「不幸」の頻度は数える

しかないといえるほど少ないのである。とすれば,社

会思想家ということにあっては, 「不幸」が原因とな

るとみることができなくなる。それでは,彼女は宗教

思想家になってしまうのであろうか。私はまた,そう

ではないといわなければならない。なぜなら,彼女は

思想の一貫性を保っているということを何より前接に

しているのだから,前半にその「神」なる単語があま

り見出されない以上宗教思想家と彼女を名付けるこ

とは不可能だとみるほかないからである。そのとき,

「不幸」という単語の方は,後半に多く出てくるそれ

をして神に関係せしめるものになるようにみえるが,

決して不幸なる思想が一文したことを意味させない単
●　●　●　●　●　°　●　●　●　°　●

語になるのである(いわゆる彼女の語る不幸という単

語が出てくる時点からのその一貫性として捉えようと

するのであれば,一貫性なる観点が異なってくるのだ

から,話は別のものになるはずだが,私はそのように

はみないということをここで断っておく。なお,私の

みるような思想の一貫性の挽点でこれを捉えさせない

のはこの宗教思想家にかぎってのことだけではなく,

社会思想家を対象にする場合も同様である)0

実は,この思想の-真性を形成し, 「抑圧」 「革命」

「神」ならびに「労鯵」 「疲労」に関係してくる単語

がほかにあると思うから,私は,そのようにいうこと

ができるのである。つまり,私のいう思想の一文性を

かたちづくり,これらの単経にかかわってくる他の単

語が, 「不幸」というそれ以外に多く見出されるとい

うことである。私たちはこの他の単語を絶対見逃して

はならない。そして,いうまでもなく,その他の単語

が,彼女の行動に駆り立てる原因を糖成することにな

るわけである。そしてまた,この際には,社会思想家

や宗教思想家なる肩書はおよそ消し去られてしまう運

命にあるということになる。その単語とは,図表〔B〕

に載っているところの,およそ100の作品に出てくる

「感情」 ㊥であるし,その頻度は「感柵」や「不幸」

(およそ63の作品にみられる)に匹敵すべきもない

「感受性」 ① (およそ30の作品にみられる)なのであ

る(捨象慶は感冊667回,不幸839回,感受性121回で

ある)。こうしてみると,少なくとも, 「感情」は作品

数で「不幸」より勝り,総軌庶において, 「不幸」よ

り劣る(後段の説明から,この感冊と感受性を切り赦

さずにいっしょにして捉えることが可能になろう。そ

うすれば,総頻度において, 「不幸」に近くなるはず

である)那,しかし,もはや,この「感情」という単

語を省いて,思想の一文性について括ることはできな

いということになってくるのだ。

ということは,その「感情」なる単語に注目しつつ

シモーヌ・ヴェー-を捉えてみることが可能になるこ

とを予想させてくる。そして,これは,私の従来から

の主張にかなってもくるのである。しかし,そこに,

「感受性」はなぜ取り上げられているのか。それは,

私の主張のまさに根幹をなすものとしてあるからには

かならない。 「感受性」という単語は,すでに配した

ように,それほど多いというわけではないが,後半に

属する1940年のr神の降臨JくI P) (No120)以降,

1943年まで,それ以前と比べて意外と多く出てくる。

そこに着目し,それが何を意味させるかを考えておか

なければならないだろう。しかし,今はそのことを考

えるより, 「感受性」が私の主張の根幹を形成するも

のとみるとはいえ,この単語の頻度は,実際,他の

「感怖」や「不幸」なる単語のそれに比べて少ないと

きれるかぎり, 「感受性」は思想の一文性の二義的要

因にしかなり得ず, 「感受性」が根幹をなしていると

する私の主張なるものは結局,崩壊するしかないのか

どうかを確かめておく方が擾先させられるのである。

しかし,私の主執ま絶好無に帰することはないといえ

よう。それは何ゆえなのか。

シモーヌ・ヴェーユの繕作品には,この「感受性」
●　●　●　●　●　°

に抱み込まれる単語がまた多く出てくるというのが,

その理由である。つまり, 「感受性」と同じように理

解されると捉え得る単語が初期の賭作品から多くあ

る。この単語の代表は,辞書的訳語(タラウソ辞典参

考)を添えておくと, Douleur (肉体的苦痛,あるい

は精神的苦しみ)であり, Souffrance (心身の苦痛・

苦悩)である。次に, D6sir(欲望・願望), Plaisir

(楽しみ・音び・肉体的快楽), Joie (喜び・歓音,

複数形で快楽)がくる。そして, MisSre (貧困,荏

数形で悲惨事・労苦), Peur (恐怖・心配), Horreur

(恐怖・残酷), Cruaut6 (残酷,複数形で残酷な行

為), Crainte (恐れ・心配), Terreur (大きな恐怖),

Angoisse (不安・恐怖), Peine (構神的苦しみ・悲し

み・苦労), Chagrin (悲しみ・苦痛), Tristesse (悲

しみ,複数形で悲しい出来事), Honte (恥・恥醇),
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Humiliation(屈序・恥辱), D6sespoir(絶望・落胆),

Haine (憎しみ・嫌悪), Colとre (怒り), Torture (真

苦・堪え報い苦しみ), Pitie (哀れみ・憐潤)がくる。

そしてまた,これらと同じような意味を担わされて理

解できるEsclave (奴隷)やFatigue (疲労)がくる。
●　●　●

以上の単語を「感受性」に含ませて捉えなおしてみる

と, 「感冊」・「不幸」という単語より, 「感受性」に摂

する頻度の方が当然,圧倒的に多くなるわけである
●　°　●

(以上の単許の頻度については,次回にまた図表を用

いて実証してみようと思っている)0
●　●　●

しかし,以上の単語がなぜ「感受性」に抱み込まれ
●　●　●

ると.みることができるのか。以上の単語の択経のいく

つかにおいて,精神的,あるいは,肉体的と紀されて

あるのに注意をしておけば,その理由が明らかにされ

るのだ。たとえば, DouleurとSouffranceにあって

く精神的苦しみ)やく心の苦痛)は,私たちの「感構」

というものから発しているはずである。とすれば,肉

体的という訳醇も添えられてあるのだから,それに故

当するのは何か,いいかえると,く肉体的苦痛)やく身

の苦痛)は何に発するとみるべきか,問う必要があろ

う。それはひとまず,精神的能力であるとみてよい

「感情」ではあり得ないということができるだろう

(ひとまずといったのは,たんなる,ないしは,ふつ

うの感情がそれ自体の芭さや激しさによって,作動

丘motion,あるいは,情念Passion　にもなり得るか

らである。そして,ひとたび,冊動や構念になると,

それらは,以下の説明でもわかるように,身体とかか

わらざるを得なくさせるのである。しかし,このかか

わりは,魂から身体への関係なのだ)。それゆえ,こ

のく肉体的苦痛〉やく身の苦痛〉をもたらすのは「感

受性」しかないということになるのである(そしてこ

れこそ,身体の魂への開拓をかたちづくるものとして

あることになる)0 DouleurやSouffranceを肉体的

苦痛〉やく身の苦痛)と捉えるとき,私は次回にも,

「感受性」という単語が嘩鼎されている重要な個所の

訳出を試みることによって, Douleurや　Souffrance

付「感受性」の関係を明らかにしておかなければなら

ないだろうが, 「感受性」もまずは,デカルトの証明し

た情念に関係する能力であるということだけは可能に
●　●　°

なろう。なぜなら以上の単語が冊念に顕似してくる

からである。 r構念輸Jにおいて,デカルトは基本的

情念を, 「兼き」 「愛」 「憎しみ」 「欲望」 「音び」 「悲し

み」においたといわれている5`-。註54をも参照する
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●　●　●

と,以上の単語はすべて,この冊念のなかに含まれて

くる。そして,その冊念が身体に関係するのかどうか

紘,とりわけ「愛」 「憎しみ」 「欲望」「喜び」「悲しみ」

という「掃念はすべて身体に関係しており,身体に合

一しているかぎりでの精神に対してのみ与えられてい
●　●　●

る」SSJということで理解される。それゆえ,以上の単

語は,デカルトの井意は別にして, 「感什」または魂

から生み出されるだけではなく, 「感受性」または身

体から作り出されもするといいたい(次回に換討)0

ところで,シモーヌ・ヴェ-ユは自らの語女として

精神(Esprit)ではなく,魂(Ame)という単語を非

常に多く用いているし,同時に身体は　Chairではな

く, Corpsを多く使用している。そして,これらの

単語を対に並べるときにあっても(たとえば, r板を

もつことJくE) (No155)のp.236など),たえずそう

なのである(これらの鈴鹿も次回に配す予定である)0

ここには,どんなことが考えられるだろうか。それは

彼女がデカルトのような物心二元論的な立場を取らな

いことを示唆させているように思われる。仏教や禅な

どの単語を記すところからも知ることができるよう

に,彼女は心身-知的な立場を選択しているのであ

る。そのように取らないと,なぜ彼女が仏教や弾など

に育及するのかわからない。おそらく,これは魂と身

体を結びつけさせる「感情」あるいは「感受性」を故
ノヽ

詞させるためであり,そのためにもAmeを使用する

必要があったのだろう。少なくとも,デカルトのいう

精神では,身体と関係することは絶対ないのだから。

以上のように一見することができても, Douleur以

下の単語はDesir, Plaisir, Joie, Amour　を除き, 「不

幸」をあらわすものでないかとの反論を受ける単語に
●　●　●

相当してこよう。確かに,以上の単醇は不幸を形成す

る要因になるといえよう。しかし,それ以前に,私の

主張である心身論的な立場からも, 「不幸」を理解す

ることにおいて, 「不幸」の何たるかを明らかにさせ

ることが可能にならないかということをみる必要があ

る。いいかえると,この立場の究明によって, 「不幸」

の新しい局面が見出され, 「不幸」という問題に井に

到達させる際の中心を射抜くような展開を可能にさせ

るのではないかということなのである。そのための手

がかりは,まず, 「感受性」のある文章に身体との関
°　●　°

係を見出せるか,次に,以上の単語が身体からのもの

か,そして,その冊念はデカルトの「冊念」と同じか

の実証にある。それが次回の緊急株原となるだろう。
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註

1) Jacques Cabaud : 「L'exp丘rience vecue de

Simone WeilJ p.9. plon.なお,この引用文は

新潟大学数拳部研究紀要,第16集に掲載したもの

である。

2)同第16集(PP. 19-20)に,次のように紀して

もあるから参照のこと,すなわち, 「- 「抑圧」

なる青葉の意味が豊富で,そのひとつの意味が

「神」を暗示するような内容をもつとみることが

できるなら,活動家と宗教者の肩書に何らかの関

係が存するということで,事件は異なってくるだ

ろう。しかし, 「抑圧」「革命」と「神」とのあい

だには,いかなる関連性もない,ということなの

だ。 -活動家としての,生涯の前半の時期(およ

そ1935年7月末日の工場体験を終えるまで)によ

くでてきた「抑圧」や「革命」と,宗教者の立場

を保持した,後半の時代に頻繁に使用された「神」

の単経では,一文して発展する思想の接点が見出

されない」ということである。

3)拙輸「感受性秩輸〔 I 〕」 (新潟大学教養部研究

紀要,第17集, 1986年)と「シモ-ヌ・ヴェーユ

の三作品における輯神的能力と感受性」 (同第18

集, 1987年)を参照のこと。また,今回は,彼女

に付け加えられた社会思想家・宗教思想家なる肩

書についての問題と,私が継耗させている問題に

関する拙静であるが,とりわけ,後者の問題を発

展させていこうとするものである。その点で,こ

の輸考は「感受性拭輸」 〔Ⅲ〕にもなり得るので

ある。

4)この点に関しての本格的な育及は,次回にまわ

すことにする。ただ,その主張のねらいは,本文

の最後のところに,わずかではあるが,打ち出し

てある。

5)無冠詞の場合の　Dieuだけを取り上げるよう

にした。したがって, le Dieu, un Dieu, Dieux

(くCⅢ) p.55, 245),形容詞のついたもの, Dieu

incarn6 (くCⅢ〉 p.275),あるいは, dieu, dieux

は省略することになる。ただし,くMon Dieu,

pourquoi m'as-tu abandonne??における　Dieu

は数えてある(マタイによる福音書27:46 (p.

48),ならびに,マルコによる福音書15:34(p.

80)日本聖書協会, 1955年改訳版参照)。シ'モー

ヌ・ヴェ～-の措作品(たとえば,くCS〉p.

109,308,くCⅡ〉 p. 251など)に出てくるこの言

葉は,キリストの叫びである。それはキリスト教

的な神(Dieu)と捉えてよいのである。また,以

上のように, Dieuにかぎらず,引用文中にある

単醇も加えることにした。また,くCⅢ)くCS〉

くCⅡ)の記号は本文図表〔A〕,あるいは,それ

に放く税明を参照のこと。

6)熟醇は省略する。とりわけpar malheurは頻

度が多いにもかかわらず,省かざるを得ないもの

としてある。

7) 「感柵」という訳活では,ほかにaffectionと

いう単醇もある。頻度はさほどでないから,その

都度,駐として取り扱うつもりである。

8) 「労働」あるいは「仕事」という訳書酌こは,ほ

かに, metier, t云che　という単醇もあり,シモー

ヌ・ヴェーユもそれらの単語を使用している。こ

こで, travailのみを選択したのは, 「肉体的な労

働」と関係があるためなのである。

9) 1927年ともいわれている。

10) 1932年ともいわれている。

ll)これにはくvanante)がある。くEHP〉pp.383-

384H　ここの語免は省噂する.

12)これにはくvanante〉があるOくEHP)pp.384-

385。ここの語轟は省略する。

13)これにはくvanante〉がある。くEHP)pp.390-

39L　ここの落盤は省噂する。

14)これにはく6bauche)がある。くOL) pp. 257-

263c　ここの語免は省略する。

15) 1933年10月から1934年6月までpアソヌ女子高

等中学の哲学教師であったシモーヌ・ヴェ～ユの

謙鼓録。生徒だったアソヌ・レーノー(Anne

REYNAUD)がまとめて刊行す。

16)これにはくebauche)がある。くOL) p. 264。

ここの醇魚は省噂する。

17)これは1933年12月から1934年のはじめの期間に

かけての執筆であるといわれている。

18)これは1933年から1938年の期間にかけての執筆

であるといわれているが, Fragment ffi　のくap-

pendice)がくOL〉 pp. 272-273にある。ここの

辞退vsmmmm

19)これにはくebauche)がある。くOL) pp. 265-

271.ここの語女は省略する。また, 「シ・モーヌ・
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ヴェーユの宗教形而上学」では1933年の執筆とさ

れている(p.151),

20) 1934年12月4日から1935年7月31日まで(バリ

のアルストソ電機会社(1934年12月4日-1935年

4月5日),バリ近郊のカルノー製鉄所(1935年

4月11日-5月7日),バリ近郊のルノー自動車

工場(6月5日-7月31日)),女工として働いて

いた期間にかけての日記である。

21)これは1935年から1936年にかけての執筆である

といわれている。

22)これは1936年4月末から5月はじめにかけて執

筆されたものであるといわれている。

23)これにはくvanante)がある。くEHP〉pp.396-

397。この異議のタイトルは, 「アラソの質問串項

に答える」 (R丘ponse au questionnaire d'Alain)

である。しかし,ここの静触ま省略する。

24)これは1936年5末から6月はじめにかけて執筆

されたものであるといわれている。

25)これにはくvanante)がある。くEHP〉 pp.392-

393e　ここの語泉は省略する。

26)本文の喪の番号71と72は,ともに, 1936年後

半から1937年にかけて執筆されたものであるとい

われている。

27)これは単行本に抱み入れられていない書簡であ

るが,あえてここに取り上げるのは新潟大学教養

部研究紀要第16集(p.26)の同項目の記載が釈り

であり,そのことを訂正する必要があったからで

ある。 「シモーヌ・ヴェーユの宗教形而上学」 (p.

161)によると,それは1938年になっている。この

ことは少なくとも,第16集への記載に当たって参

考にしたジャック・カポー(Jacques Cabaud)の

「L'Exp6nence vecue de Simone Weil」の

邦訳「シ'モーヌ・ヴェ-ユ伝」の書誌を掲載した

なかの補遺(p. xxi)の同項目よりも,正確とは

いいがたいが,それでもそれに近いように思う。

というのは,何よりもまず, 1937年9月20白付け

のポール・ヴr¥sリーの返借(くVS) pp. 9-10)

を前渡にして語らなければならないからである。

それに,この近侍には,本文の表に載せてある,
・　蝣　・　・

1937年日付不詳の「プロメテ(PROMETHEE)」

に関して,ヴァレリーが育及している。シ'モーヌ

がこの詩を彼に送っての返僧であろうから,シモ

ーヌの手放はおそらく, 9月中に出されたものと
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推測できるように思われる。

28)このページ数(pp. 188-195)のうち　pp.191-

195は「オーギュスト・ドトクフの返事」 (Re-

ponse de A. DETCEUF)になっている。した

がって,この部分の軸は省略する。

29)これにはくvariantOがある。くEHP〉 pp.403-

407flここの語嚢は省噂する。

30)これには「破産擁護の草案」 (Esquisse d' une

apologie de la banqueroute)と題されたくva-

nante)がある。くEHP) pp.400-402。しかし,

ここの語先は省略する。

31)これにはくvanante)がある。くEHP〉 pp.408-

409。ここの雷魚は省略する。

32)これは1938年か1939年に執筆されたものである

といわれている。

33)これは1939年末か1940年に執筆されたものであ

るといわれている。

34)これは1940年1月から'4月にかけて出された書

簡である。また, 'ここにはさらに, 1941年から

1942年までのそれを含ませることにする。

35) 「シ・モーヌ・ヴェーユの宗教形而上学」 (p.152)

によると,これは1940年10月から1942年11月まで

の期間にかけて執筆されたものであるといわれて

いる。

36)これらは1940年末から1942年11月にかけて執筆

されたものであるといわれている。

37) 「シ′モ-ヌ・ヴェーユの宗教形而上学」 (p.152)

によると,これは1941年の春か夏に執筆されたも

のであるといわれている。

38) 「稲妻」と「必然」はともに1941年の前半に執

筆されたものであるといわれている。ただし,節

者は1932年に書かれたとされ,この年,訂正を加

えたものになっている。

39)これは1941年秋に執筆されたものであるといわ

れている。

40) 「シモーヌ・ヴェー31の宗教形而上学」 (p.152)

によると,これは1941年11月から1942年5月26日

にかけて執筆されていたものであるといわれてい

る。

41)これは1941年11月から1942年5月にかけて執筆

されていたものといわれている。

42)ここに「-ラクレイトスの断片の翻訳」)「Tra-

duction des fragments d'HERACLITE」)も含
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ませておくことにする。

43)ここには,くCI) (pp.9-295)のすべてと,

くCⅡ〉 (pp. ll-339)のうちのp.195までが含ま

れる。いいかえると,くCI)のcahierIからⅣ

までの全部と,くCⅡ)のcahierVからⅦまでの

うちのⅤとⅦまでが扱われることになる。

44)本文の表の番号124, 125, 126, 127は1941年,

あるいは1942年に執筆されたものであるといわれ

Mlra

45)くPSO〉のpp. 85-105はまた,くAD) pp.

98-121と一字一句同様のものであり,両者の耗き

(suite)として,くPSO〉のpp. 107-131があ

る。

46) 「シモーヌ・ヴェーユの質問に答える」 (P.194)

による。

47) Ibid; p. 194

48)これは1942年5月から同年11月にかけて執筆さ

れたものといわれている。

49)この論文の補足として, 「ギリシア科学につい

ての夢想」 (R色verie A propos de la Science gre-

cqueくS S) pp. 261-268.年代不詳)がある。

これも頻度として加えておく。

50)ここに含まれるのは,くCⅡ〉　のp. 197からの

ものと,くCⅢ) (pp. ll-292)のすべてである。

いいかえると,くCⅡ)のうちのⅦとⅦ,くCⅢ)

の　(suite)からⅩまで全部である。

51)これと同様,本文の表の番号162と174は年代と

日付不詳のために,推潮でしかないことを斬って

おく。

52) 〔貫数に統く括弧内数字は単語の原皮。単醇は

記号㊨から①で示される。 Noは図表内の番号。

因表参照。〕

No　2　◎P.18ョ.

No　3　⑥p.15, ④p.14.

No　4　⑧p.26.

No　5　⑥p.12(2), 13, 17(2), 23,

⑥p.21, 29, 38, 39, 43, 44(4), 46,

60(4), 62(耽　63, 66(2), 70, 77, 94,

97(2),

㊥p.20(2), 50(7), 51(4), 53(2), 54(2),

57, 58, 61, 62,

①p.71(2),.84, 88, 92,

⑧p.31, 41 , 83(3), 84, 85(5), 87(3), 88(3),

89(6), 90(2), 92, 94, 95(2), 97(2).

⑥p.50, 58.

No　7⑥ p.117, 118(3), 119, 120(2), 121(6),

122.

N-　8ョp.125.

No　9-10　⑥p.129, 130, 133(2), 134(2),

135, 138(4),

㊥p.126, 129, 13∝2), 131, 134, 135,

1 37(2),

>.132.

No ll ⑧p.144(2).

N- 13　⑥p.148, ㊥p.148, ⑧p.147(2).

No 14　㊥P.154(2), ⑧P.153, 154,

㊥p.154(3), 155(3), 156.

No 15　⑧p.105(2), 107(3), 108.

No 16　⑥p.158, ⑧p.158, 160(2), 161(2),

1 62(2).

No 17　⑥P.164(2), ⑧p.165, 167(2).

No 18 (gp.169.

N- 19　⑥p.172(3), 174, 175, ㊥p.173, 174.

No　20　⑧p.175, 177.

No 21 ⑥p.182(2), ⑧p.181.

No 23　⑥p.187, 188(2),ゥp.186, 187, 188.

No 24　㊥p.192, ⑥p.189(3), 190.

N-　25　⑧p.44.

No 27　⑤p.199.

No　28　⑥p.205, 207, ㊥p.207.

N- 29　ョP.12(2), 16(2), 21(6), 22(2), 26(2),

29(2), 30(2), 35, ⑤p.13(3), 15, 17,

27, 31,

⑥P.38, ㊥p.37, ⑧p.13, 19, 21(3),

22(5), 23(4), 25(2), 26(4), 27, 28(4),

29, 31(2), 32, 33(8), 34, 35(5), 36

(2), 37(3).

No 30　④p.157, 159, 163(軌164(3), 167(3),

168(4), 169, 170(3), 171, 172(2),

188, 190(2), 193, 196, 205, 213

(2), 222,

⑥P.191,

⑥p.105(3), 125(3), 134(2), 135(2),

137, 150, 151, 157, 174, 178, 218,

219的, 220(2), 229(3), 231(7), 232

(4), 234(9), 235(5), 253, 280, 283(3),
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④p.108, 214, 273,

㊥P.24C2), 30(4), 31(3), 32(2), 33(2),

40(5), 41, 53(2), 55(5), 59(3), 64,

65, 68(2), 69(3), 71(2), 81, 97,

117, 120(2), 123, 177, 214, 215,

228, 229, 235(2), 237, 238, 241,

243(2), 249, 250, 251, 252, 255(4)

256(2), 260(2), 266(8), 267(6), 269く4)

(このほかに, affectionが35ある。

それらはp.19, 32(2), 64, 65, 66,

69, 74, 108, 227, 240, 248(2),

249(2), 255, 267(6), 268(7), 269(6)

にある).

①p.129, 237, 238, 240(2), 258, 259,

(fp.29, 40, 76, 87, 90, 109, 151,

152(2), 163, 165(3), 166, 167(7),

171(5), 178(2), 180(2), 181(5), 182

(5), 183(5), 184(2), 187(3), 188,

189, 198, 205(2), 207(2), 216, 247,

250, 261, 271, 277,

⑥p.52, 111.

N-　31 ㊥p.234, 238(3), ⑥p.234, 235, 236

(5), 237(8), 238, ㊥p.229, ⑧p.233,

234.

N- 32　㊥p.46, 52, 53, ⑥p.50(2), 51(3),

ゥp.53, (fp.45, 46, 50, 51(4).

No 33　⑨p.240(2), 241(4).

N-　34　㊥P.242, 243.

No　35　㊥p.172, ⑥p.175, ㊥p.175(2), ㊥p.

166, (D p.168.

No 36　⑥p.94, ㊥P.97, ⑧p.87(5), 88, 91.

No 38　㊥p60(3), 61, 62, 63, 64, 66, 79

(4), 80(5), 81(9), 82(4), 84(2), 86(3),

87(軌　88(3), 90, 91, 96(3), 97(3),

100, 107(2), 111, 112, 129, 134,

135, 136, 156,

⑥p.58(3), 59(2), 61(2), 63, 65, 78,

79(3), 80, 106(4), 113, 141, 153,

ゥp.61, 84, 85, 152,

㊥p.57, 59, 109, 119, 128(2), 137,

139, 149, 153(2), 154,

⑧p.57, 61(3), 62(恥　64, 68(4), 69(3),

70(2), 71(5), 72(軌　73(5), 74(4), 75

57

(3), 76(2), 77(2), 78(2), 81(2), 84, 85,

86, 89(2), 90(2), 93, 96, 97(2), 99,

101, 102, 107(2), 108(2), 110(3), 111

(5), 112, 114(2), 119(2), 120, 122(4),

123(2), 124, 126(6), 127(2), 131(2),

132(2), 133(4), 134, 137(6), 138(2),

139(2), 140(4), 141, 143, 144, 145,

147, 148, 149, 150(2), 153, 154(2),

159(3), 160(2), 161(2).

⑧p.97, 110, 113, 132, 133, 137.

No 39　⑥p.191, ⑥P.191, ㊥P.190(2), p.191

(5), ⑧p.188.

N- 40　㊥p.185(2), ⑥p.178(2), 179(6), 180(5),

182(3), 184, 185, @p.178,ゥp.180,

⑧p. 17咲2).

N- 41 ㊥P.24, ⑧P. 23(5), 26(2), ⑥p.24(2).

No 42　㊥p.107, ③p.98, 104,㊥p.37, 40(2),

46, 47, 51(2), 52, 55,61(3), 78,86,

88, 8叫2), 90, 92(2), 10咲2), 107(2),

⑧p.35(3), 36, 37(2), 38(2), 39, 40(3),

41(3), 42, 43(2), 44(2), 45, 46(3), 47,

49(3), 50, 51, 52(3), 53(3), 5叫2),

56, 61(2), 64(3), 66, 67(3), 69, 72(3),

73(2), 74, 75, 77, 79(4), 80, 82(4),

87, 91(2), 94, 101(2), 103, 105,

⑥p.35, 37, 39, 40(2), 41, 49, 50,

53(3), 60(2), 61(3), 64, 67, 80, 81(2),

91, 93, 98.

No 43　㊥p.15, 16(2), 20, 21(3), ⑧p.15(3),

16(9), 17(2), 18(2), 20(2), 21, 22,

①p.20.

No　44　ゥp.29, 30.

N-　45　㊥p.114, ⑧p. 112(4), 113(4), 115(2).

N- 46　㊥p.110, 112, 113(2), ⑧p.110(2),

111(3), 112(5), 113(2), 114, 115(3),

117(3), 118, 119(2), 121(4), 122, 123

(3), 124(4).

N- 47　㊥p.126(3), 127(2), ⑧p.128, 129(耽

131, 132.

N-　48　ョp.!128, 129, 132, (Dp.134.

No 49　④p.135, ㊥p.132, 133(2), 135,

⑧p.142(2), 143.

No 50　㊥p.138, 142, ㊥p.136, 139(2), 141,
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142(3), 143,ョp.139,ョp.145, 147.

No 51 ㊥p.144(2), ⑥P-144(3), ⑥p.145,

ゥP-145,ゥp.146, (Dp.148, 149.

N- 53　㊥p.152, 153, ⑧P.152.

No 54　⑧P.154.

No 56　㊥p.59, 62(2), ④p.57, 58, 61,62(2).

No 57　@p.247(2).

N-　58　㊥P.394, 395.

N- 59　④p.63, 72, ⑥p.62, 66, 68, 71,

④p.63, 72(2),

ゥp.63 (このほかに　affection (p.69)

がある).

N-　61 ⑧p.175(2).

No　62　ゥp.157.

No　63　㊥p.173, ④p.166, ㊥p.161, 162,

16叫2), 168, 170, ⑧p.165(3), 166(3),

167, 173(3), 174, ¢p.161, 162, 166

(5), 173.

No　64　㊥p.159, ⑧p.159.

N-　65　⑤p.209, ㊥p.211, ⑧p.210, 215,

216, ⑧p.210.

N-　66　ゥp.249, @p.249.

No　67　⑤p.251(2).

No 68　④p.253, ㊥p.253(3), 254.

N- 69　⑧p.218, 219.

No 70　⑥p.217(4).

No 71 ㊥p.181, 182, 183, 184(3), ⑧p.181,

182(2), 183(2), 184(2), ⑥p.182(2).

N-　72　J.185, 186, 187.

N-　74　㊥P.218, ⑥p.215(2), ㊥p.229, ⑧p.

215(2), 217(3), 218, 219(6), 220(6),

221(4), 222(2), 223)0), 224(6), 225帆

226(9), 227(7), 228, 229(6), 230(9),

231(4), 232(2), ⑥p.232(2).

No　75　㊥p.337, ③p.337, ②p.338.

N-　76-77　㊥p.266, ⑨p.266(2), ㊥p.268(2),

(Dp.258:2), 268(3).

N-　80　ョp.236, ⑤p.236(2), ⑧p.234(3), 235

(2), 236(3).

N-　81　　3.I88.

No　82　③p.24.

N-　83　㊥p.198, ㊥p.197(2), 204, ⑧p.197,

198(6), 199(2), 200, 201(4), 202, 203

(2), 204(3), 205.

No 84　㊥p.208(2), 209, 212(2), ⑧P.208,

209(5), 210(2), 211(3), 212(6).

N-　85　ゥP.325,ゥp.324,ョp.325.

No　87　⑥p.320, 321, ⑥P-321, ㊥p.321.

N-　88　⑧p.346(2).

N-　92　ゥp.278,ゥp.275.

No　93　㊥p.223.

N-　94　ョp.355,ゥp.352, 354, 355.

No　96　④p.287(2), ㊥p.289.

No　97　⑥p.279.

No 98　④P.340, ㊥p.340(2), 341, ⑧P.340,

341, 342, ⑥p.342.

No 99　㊥P.108, ④p.107(2), 112, ㊥p.102,

105.

No 102 ①p.65.

No 103 ㊥p.290, 291(3).

No 104 ⑧p.298, 305(2), 306(5), ④p.301,

㊥p.297, 299, 302, 308, 309(2), 310,

⑧p.304, 305, 307(2), ①p.307.

No 107 ⑤p.362.

No 108 ㊥p.18, ⑥p.14(2), 17, 54, ㊥P-52(2),

54, ④p.25, 26, 27(2), 28(2), 34(2),

42, 43,46(3), 47, ㊥P.16, 17, 24(2),

28(3), 35, 42, 48, 58, ①p.28, 52,

⑧p.19, 20, 40(3), 41.

N- 109 ⑥p.212, 218, 219(2), 220, 221,232,

248(2), 249(2), ④p.231, 232, 240,

241,ゥp.232, 236(4), 237(2), 241(7),

248(4), 249, ⑧p.212(2), 219, 221,

225, 227(2), 234, 256.

N- 111 ㊥p.78, 89(3), 105, 115, 120(2), 122,

⑧p.44, 45, 103, ㊥p.45, 63(2), 73,

74, 77, 83, 90, 91, 101, ②p.70.

No 112 ⑥p.110, ㊥p.77(4), 79(2), 80, 81(3),

82(7), 83(2), 86, 87, 88, 89(3), 90

(2), 91(2), 92(4), 93(2), 95(2), 96的,

97(5), 98(4), 101(2), 103, 104, 105,

106(3), 107, 108(3), 111, 114(8), 115,

116(3), 126(4), 127(4), 129(4), 132(3),

133(4), 134, 135,

⑥p.78, 101, 102, 115, 117(2), ㊥p.

77, 102(2), 112(2), 130, ①p.104,
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⑧p.97, 120.

N- 113 ⑥p.36, 39, 41(2), ⑥p.14(2), 22, 26,

29(2), 34, 36, 37(2), 39く2), 40(2), 41,

ゥp.17, 33, 39, 40,ゥp.16, 28.

N- 114 ㊥p.137(2), 138(3), 139(3), 141(5),

142, 145, 146, 147(2), 148(2), ⑥p.

147, ㊥p.139, 141.

No 115 ㊥p.66.

N- 116 ⑥p.263(4), 264, ㊥p.265(6), 266(2),

268(2),ゥ270(4), 271, ④p.263(4),

㊥p.263, 269, ⑧p.261(3), 262(3),

263, 266(4), 267, 268, 269, 270(9),

271(4), 272(5), ①p.267, 270.

No 119 ⑥p. 216(2), 217(2), 218(3), 219(4),

221, 222(2), 224(2), 225, 226(3), 227

(7), ㊥p.223(2), ⑧p.223.

No 120 ⑥P.91, ⑥p.9(2), ll(2), 12(4), 13,

14(7), 15, 17(4), 18(2), 20(2), 21, 23,

24(3), 25(3), 26(2), 28, 29(2), 31(3),

34(5), 35(2), 36(2), 37(4), 39(3), 40,

41, 44(5), 46(3), 47(2), 48(4), 53,

54, 55(3), 56, 57(3), 58, 59(3), 60,

62, 64(2), 65, 66, 6叫2), 69(3), 70,

71(4), 72(4), 73, 74, 75(2), 77, 80,

81(2), 83(3), 85, 86(2), 88, 89, 90,

91(4), 92(6), 93(3), 94(2), 103(4), 105

(3), 106(3), 107, 110(2), 113, 115,

117(2), 118, 119(4), 120, 121, 125,

126(2), 127(4), 128(9), 129(2), 130(6),

131(4), 132的, 133, 134, 135(2), 137

的, 138(6), 139(4), 140(2), 141(3),

148(4), 150(2), 151(9), 152(7), 153(3),

154(2), 155(2), 157, 158, 159, 161(5),

162(4), 163(5), 164(2), 165(9), 166(3),

167(5), 168(2), 169(4), 170(5),

⑧p.16, 17, 38, 45(2), 46, 55,56,62,

72, 77(2), 92, 94, 95, 97(2), 102,

104, 105(3), 127, 144, 145, 148(5),

157, 164(2), 167(3), 168(5), ㊥P.23(3),

44, 53, 126, 142, 145(2), 157, 158

(2), 161, 166, 168(2), 169 (このほか

に, aH∝tion　が, p.36, 136にある),

⑥p.38, 124, 154, 169, 170, ⑧p-24,

59

62, 73, 100(2), 144, 161, 165, ⑤p.

14, 145(2).

No 121 ㊥p.179(3).

No 122 ⑧p.153, 156, ◎p.154, 155, 156,

158, 159(2), ④p.151, ①p.160.

No 123　くCI〉㊨p.17, 42, 61, 67,85,89,

152, ⑧p.85, 87, 88(3), 109, ⑥P-36,

69, 74, 94, 112, 114, 118, 129,

134(6), 135(5), 136(3), 151, 169(3),

172, 176(2), 203(2), 206(2), 214, 225,

226(2), 229(6), 230, 231(3), 232(2),

233(2), 243, 250(3), 255, 256(5), 257,

258(8), 261(2), 264, 26叫2), 26叫2),

271, 274, 275, 288, ④p.12, 41,42,

50, 53, 56, 58(2), 73, 75,76,93(2),

94, 95(7), 96<JO), 111, 113, 136(2),

161, 165, 203, 209, 218, 226(3),

234, 239(2), 243, 266, 272(6), 274(3),

㊥p.13(3), 18(2), 30(2), 41(2), 68, 69,

70(2), 73, 94, 97, 102, 106, 107(2),

108, 130, 146(3), 154, 156, 160(2),

165, 173, 189, 194, 202, 203, 210,

212, 236(2), 241, 243, 252, 253,

258, 260(2), 275, 279(3) (このほかに

aHection　がp.176にある),

①p.69, 128, 130脚, 185, 208, 210,

⑧p.13, 14, 15, 16(2), 17(2), 1的),

19(2), 20(6), 23, 24(3), 26, 27(3),

28, 29, 30(4), 31(4), 33, 35, 36,

37, 38(3), 39, 61,63(2), 64(6), 65(2),

68(3), 70, 71(4), 72(2), 76, 80, 81(2),

84(2), 85(2), 8郎), 87(7), 88(2), 8的),

97, 98(6), 99(8), 100(5), 103, 109(7),

113, 132(2), 133, 156, 178, 186,

201, 202(6), 203(3), 222, 226, 231(2),

251(3), 252, 259, 264(3), 265(3), 275,

278(2), 279, ⑥p.76, 81, 97, 130,

202(2), 220, 222(2), 225, 226(2), 227,

230, 234, 240(3), 261, 278(3),

くCⅡ〉 (p.195まで) ㊤p.13(2), 14, 17

(6), 19, 20(2), 24, 29, 30, 43, 44,

47(2), 48(4), 58(2), 59, 60(2), 62,

64, 66, 67(3), 68(6), 69(5), 70(5), 72
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(5), 75, 82, 83, 84(2), 85(4), 8叫2),

90(3), 92, 93(3), 94, 95(4), 99(6), 101

(3), 102(2), 103(2), 108(4), 109(礼

110(4), 111, 112(2), 113(3), 114(3),

116(4), 117(2), 118(2), 119(9), 120(2),

121, 122(3), 123(4), 124(2), 125(3),

126(7), 127(3), 128(3), 129(2), 131(3),

132(2), 133(5), 134(4), 136(2), 137,

139(3), 140(3), 141(3), 142, 147, 148

(3), 149(6), 150(2), 151(5), 154(4),

155, 156, 157(5), 158(2), 159(2), 160

(9), 161的, 162(3), 163(6), 164(9),

165(5), 166(3), 167, 170(5), 171(2),

172(5), 174(5), 175(2), 176(7), 178(4),

179(3), 180(5), 181(5), 182(4), 183的,

184(3), 185(2), 188(3), 189(4), 191,

192, 193(5), 194(2), ④p.20(3), 22(2),

23(4), 25(2), 26(6), 27(4), 30, 46, 68,

82(3), 86, 87(2), 96(4), 103, 106,

Ill, 112(5), 114, 121(3), 127(2), 130

(3), 138(2), 147(5), 150(3), 152(2),

154(2), 157, 158, 159, 163, 170,

171(6), 172, 176, 178, 180(5), 182,

183(6), 184, 192(3), ㊥p.22(3), 24,

26, 27, 43(2), 44, 4餌4), 49, 52, 53,

57, 67, 79(2), 80, 82, 106(2), 110(2),

113, 115(2), 132, 144(3), 159, 163(2),

168, 171(4), 175, 180(2), 181(2), 183,

189(3) (このほかに, affectionが　p.

177にある), ①p.19, 39, 106, 110

(2), 112(3), 129(2), 130, 165(2), 180,

185(2), 18叫2), 192(2), ⑧p.ll(2), 12

), 13(2), 15(2), 24, 37(3), 38(2), 39

), 40(2), 41, 42(6), 43(耽44, 50,

62(7), 66, 74, 76(2), 80, 83(2), 97,

100, 104, 114, 144, 162, 166, 169,

⑥p.18, 22(2), 23, 39, 43, 51(4),

58, 99(2), 146, 175.

No 124 ⑧p.269.

No 125 ⑧p.271.

No 126ゥp.275(3), 277, ⑧p.279(2), ⑥p.275.

N- 127ョP.73.

N- 128 ㊥p.13, 14(2), 15(3), 16, 17, 18(4),

19, 21, 22(4), ㊥p.16(2), 17.

No 129 ㊥p.24(5), 25.

N- 130 @p.44, 45.

No 131 ㊥p.21, 22(2), 24, 26(3), 27(3), 29,

30, ④P.32(2), ㊥p.28, ⑧p.21, 22(2),

24(2), 25(4), 26, 27(2), 28(5), 29,

30(2).

No 132 ⑥p.35(5), 36(8), 37的, 38(4), 39(5),

40(6), 41(4), 42(8), 43(3), 44(7),ゥp.

35, 36, ㊥p.43.

No 133 ㊥p.47(5), 48(6), 49(4), 50, 52, 54(5),

55(5), 56(2), 57(4), 58, 59(4), 60,

61(2), 62.

N- 134 ㊥p.179, ⑧p.178, 179(4), 180.

No 135 ㊥p.85(3), 86(2), 91(3), 96(3), ④P.97,

㊥p.90, 92, ⑧P.9K4), ⑥p.90, 92

(4), 95(2).

N- 136 ㊥P.112, ㊥p.88(2), 89(3), 90,91,92

(7), 93(5), 94(6), 95(7), 96(5), 97(3),

98(2), 99(6), 100(2), 101(4), 102^0),

103(3), 104¢), 105, 108, 109, 111

(6), 115(3), 116, 121(3), 122(4), 123

(9), 124(3), 125(2), 126, 127, 129(9),

130, 131(2), ④p.85(6), 86(4), 87(8),

88(5), 89(7), 90(4), 91的, 92(4), 93(4),

9叫2), 96, 101(2), 104(3), 107(7), 108

(5), 111, 112, 113的, 114(9), 116(9),

117(5), 118(7), 119(2), 120(6), ⑥121(5),

122(7), 123(7), 124的, 125(5), 127(2),

128(3), 129, 130(5), 131, ㊥P-98,

101, 102, 109, 113, 115, 128, ①p.

9叫2), 101(2), 112(2), 126, 130, ⑧p.

126, ⑥p.100, 127.

No 137 ⑥p.122(9), 123(2), 125, 128, 131&0),

132, 133, 134, 136(2), 137(8), 138

的, 139(3), 140, 143, 145(4), 146(2),

147(3), 151, 152(3), 153(4), 154(4),

156, 158, 160, 161, 163(2), 164,

166, 167, 168, 170, 171, 172(4),

173(2), 175(5), 176(3), 179, 182, 183

(3), 185, 187, 188, 190(2), 191, 192

(2), 193, 194, 197(2), 200, 202, 204,

207(3), 208(3), 209(2), 210(3), 211(7),
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212, 213(4), 214(7), ⑧p.125, 132,

133(2), 13叫2), 135(2), 138, 141(2),

142, 144(2), 145, 151, 152, 153,

165(2), 169:2), 173, 174, 175, 186

(2), 187(2), 188. 196, 198(2), 202(3),

204, 209, ㊨"p. 126, 147(3), 148(2),

150, 152, 158, 162, 164, 185, 195.

(このほかに, aff∝tionが17ある。そ

れらは　p.200, 201(2), 202, 203(2),

204, 205(3), 206(7)KLある), ①P-148,

151, 153(2), 154, 159, 213, ⑧p.161

(2), 194, 212, ⑥p.161, 191(2).

No 138 ㊥p.230, 231(3), 233(3), 234, 235(5),

237, 238(2), 242, 243, 244(3), ④p.

243,ョp.234.

No 139㊥p.90凱10川(ただし,これらは代

名詞である)

No 140 ⑥P.72(3).

N- 141 ㊥p.32, ①p.31.

No 142 ㊥p.74, 78, 79, 81(2), 82, ④p.75

(4), 76(4), 78(2), 80, 81, 83(4), ㊥p.

79, 80, ①P.82, ⑧p.80.

No 143 ㊥P.60, ㊥p.36(2), 37(2), 40, 45(4),

46(3), 47, 49(3), 50, 51(2), 52(3),

53, 56, 57(2), 58, 59(2), ④p.38, 41

(4), 42, 43, 54, 62, ㊥p.46, 50,

54, 57, 60(2) (このほかに　affection

がp.50にある), ①p.38, 54, 56, ㊨

p.48, ⑥p.42.

N- 144 ㊥p.65, 66(2), ⑧p.63, 64(3), 65, 66.

No 145 ㊥p.68(2), 69(4), 70(5), 71(2), 72(2),

74, 75(3), 77, 79(3), 80(7), 81, 82,

83, 84(3), ④p.69(5), 70(2), 72, 77

82,ゥp.84.

N- 146㊥p.14, 15(2), 16(3), 17(3), 19, 21

(4), 22, 23(3), 24, 25(2), 26(6), 27,

28(2), 30(2), 31(4), 32(7), 33(3), 34M,

35(3), 36(2), 37(2), 38, 39(6), 40的,

41(5), 42(4), 43(2), 44(3), 45(2), 46

(3), 47(2), 48(9), 49(9), 50(4), 51(2),

52(4), 55, 56(4), 57(4), 59(6), 60(6),

61(5), 62, 63, 64(4), 65(6), 66(4), 67

(3), 68(4), 69(6), 70(6), 71的, 72(7),

61

73(4), 74(5), 75(5), 76(6), 7701), 78

的, 79(4), 81(3), 82(2), 83的, 86(8),

87(8), 88(6), 90(9), 91的, 92的, 93

(3), 94(4), 95(9), 9疎9), 97(8), 98, 99

(2), 100(3), 101(6), 102(8), 103&0),

104(4), 105, 106(6), 107(7), 109(7),

110(2), 113(4), 114(2), 115, 116, 117

(4), 127, 128, 129(3), 130(5), 131,

132(6), 133(3), 135, 142(2), 144,

146, 148, 149(3), 150(2), 155(2), 156,

157(6), 159(3), 160(7), 161(6), 163(3),

164(3), 167的, 16釣軌169(5), 1701か,

171(8), 172(3), 173(2), 175(5), 176(4),

177, 179(4), 182(4), 183, 188, 190(4),

191(5), 192, 195, 196, 197(2), 198,

199(4), 200(3), 201(5), 204(2), 205(8),

207, 209(3), 212(4), 214(3), 215(7),

216, 217(2), 218(3), 219(4), 220(3),

221(4), 222(竹, 223(4), 224, 225(9),

226(9), 227(4), 228(5), 229, 230, 231

(5), 232的, 233(3), 235(3), 236(4),

238(5), 239(6), 242(2), 243, 245, 246

(4), 247(3), 248(3), 249(2), 251(5),

252(3), 253(6), 254, 255(4), 256(2),

258(2), 261(2), 262(8), 263(8), 26叫0),

266, 267^1), 268(3), 269, 271(6), 272

(4), 273, 274(2), 275(2), 277(5), 278

(4), 280(6), 281(8), 282, 283(4), 286,

287, 289(3), 290(3), 291(4), 292, 293,

294(6), 296, 297(4), 298(7), 299(4),

300, 30100), 302(4), ④P.14(3), 16,

26, 27, 33, 35, 36(2), 39(4), 40(2),

42, 48, 78, 85, 8叫2), 92, 101, 104

(5), 126, 127, 132(2), 14咲2), 155,

166(2), 167, 198(2), 203(3), 216, 221,

223, 225, 231, 246(2), 258, 282,

287(5), 288(4), 296(4), 297(8), 298(3),

300(2), ㊥p.13, 16, 31, 35(2), 43,

80, 90(3), 102(2), 111, 149, 165(6),

166, 167, 192(3), 203(7), 204, 219,

251, 264, 267, 282 (このほかに,

affectionが6ある。それらはp.216,

217, 250(4),にある), (Bp. 19, 49,
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71(2), 104, 166, 177, 192, 205, 281,

287(3), ⑧p.14, 29, 41(4), 45(2), 61,

108, 112, 113(3), 12鋭2), 217, 228,

229(6), 230, 250, 252, 301, 302(2),

⑥p.33, 111, 112, 165, 177, 194.

N- 147 ㊥p.248, ④p.241(3), 242, 251(5),

252(2), 258, ㊥p.242(2), 244, 246,

250(4), 251(3), 252, 253, 254, 255,

257, 258, ⑧p.242(2), 243(2), 244(6),

245(5), 246(3), 247(5), 249(2), 250(2),

253(5), 254(2), 255(3), 256(3), 257(4),

258, 259(2), ①p.252(2), 254.

No 148 ◎p.202(2), 203(2), 204(4), 213, 214

(2), ④p.185, 198, 199, 210(2), 213

(3), 214, ㊥p.186, 196, 198, 200,

204(3), ①p.211, ⑧P.186, 19鋭2), 213

(2), ⑥p.212, 213(2).

N- 149ョP-78,ゥp.76(3), 77(5), 803), 82,

④p.78, 83, ㊥P-81, ①P-75, ⑧p.82.

N- 150 ㊥P.67(2), ④p.67, 68, ㊥P.70(3),

71(3).

N- 151ョp.66, ⑥p.86, ㊥p.ll(3), 12, 13(3),

15(2), 16(3), 17(2), 18, 19, 20, 22(4),

23(3), 24(2), 28, 30, 35, 36(3), 37(2),

38, 39(3), 40(2), 42(3), 43(2), 45,

50, 52, 54(3), 55(2), 58(4), 59(2),

60, 63, 65, 67(2), 68(2), 70, 71(2),

72, 73(2), 74, 75(2), 91, ③p.16(3),

37, 5叫2), 55, 68(2), ⑥P-14, ⑧p.

83, 88.

No 152 ㊥P.159(3), 160, 165(3), 166(5), 167,

180, ④p.154, 158, 160(3), 168, 174

(4), ㊥p.179, 182 (このほかに, af-

fectionがp.162にある), ①p.171(2),

175(2), ⑧p.154, 157(2), 159, 160.

N- 153 ㊥p.305, 306, 308(4), 309(4), 310(6),

311(2), 312(3), 313, 314(2), 316(6),

317, 318(2), 31叫2), 320(2), 322(6),

323(3), 324(2), 325, 326(2), 328(3),

329(14), 330(6), 331(2), 332, 333(5),

334, 335(2), ⑥p.306(2), 307(2), 312,

336, ㊥p.334, 336, 337, ⑧p.307(2),

316(2), 331(2), ⑥P.317.

No 154 ⑧p.247, ㊥p.219, 224, ⑥p.247, ⑧p.

221, 224(5), 225, 226, 227, 230(2),

232, 234, 236(2), 237, 239, 252, ⑥

p.230.

N- 155 ㊨p.24, 50, 91, 118, 124, ⑥p.22,

49, 51, 53, 96, 98(4), 100(2), 101,

105, 107, 110, 144, 152, 166, 167

㊥p.83(2), 85, 103, 109, 112, 116,

117(5), 124, 129, 137(3), 161, 172,

175(2), 193(3), 194, 198, 199, 211(3),

212(2), 213, 214, 222, 223(4), 224(2),

225(3), 226(3), 227(2), 228, 229(7),

230(2), 231, 233, 234, 235(8), 236(6),

237(4), 238(5), 239(6), 240P, 241(3),

242(2), 243(2), 244(5), 246(2), 247(3),

249, 252(3), 254(3), ④p.25, 28, 35,

52, 53(6), 59, 61(3), 67(2), 68, 72,

79, 87(3), 101, 106, 121, 146, 149

), 150(3), 151(2), 152(2), 154, 170,

184(3), 188(3), 194, 196, 200, 231,

232, 237, ⑥p.16, 19, 25, 26(2), 36

(2), 37, 54(2), 58(2), 74(2), 80, 82,

91(2), 92, 93(4), 94(3), 97, 99, 101

(2), 107(2), 108(2), 111, 113, 114(3),

118, 127, 129, 130, 131, 134(2),

135, 143(4), 144(2), 147(2), 148(2),

150, 151(2), 154(2), 155(5), 166, 168

(2), 177, 178(3), 179, 187, 189, 194,

209, 212, 237 (このほかに, affection

が4ある。それらはp.108, 113, 179,

180にある), ②p.64(2), 80(2), 152,

193, ⑧p.36, 37(2), 46, 53, 54(4),

57(2), 58, 59(5), 66(2), 69(2), 70, 71

(4), 72(2), 75, 76, 77(4), 80(3), 85

(4), 86(7), 87, 88(2), 8叫2), 90, 110(4),

184, 219, 225, 247, 249(2), 251(6),

252(2), 254(3), 255(6), 256(7), ①p.

63, 64, 85(2), 131(2), 180, 181, 218.

N- 156 ⑥P.193, 196, ㊥P.196, ⑧p.201, 203,

⑧p.188, 189(2), 190(3), 191(2), 199

(2), 201(3), 206, 207(3).

No 157 ㊥p.162(3), 164, 167(6), 168(8), 172

(2), ④p.172.
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N- 158 ⑥p.123, 146(2), 172, 174(3), 266(4),

④p.131, 142, 170, 175, ㊥p.151,

ョp.159, (Dp.124, 125(4), 126(7),

127(2), 128(2), 129, 131, 134(2),

135, 144(4), 147, 149, 159, 170(6),

172, 174(2), 175, 262(2), 265.

N- 159 ⑥p.47, 55, ④p.49, 50, 51(2), 52,

54, 55(2).

No 160 ⑧P.14, ◎p.13, 16(4), 19(2), ⑧p.13,

19, ⑧p.17(2), 18(2), 19(3).

No 161くCⅡ〉 (pp.197-339) ⑥p.259, 318

⑥p.199, 202(2), 204, 205(2), 206,

207, 209(4), 210(3), 211, 214(3),

215, 216, 217(4), 218, 219(2), 222

(3), 224, 226(3), 228(3), 231(7), 232

(4), 233, 235(4), 236(2), 237(2), 238

(2), 239(2), 241(9), 243(2), 244(6),

245(2), 246, 248(5), 249(4), 250(3),

251的, 252(6), 253的, 254(2), 257(3),

261, 262, 264, 267(7), 268(8), 270(7),

271(3), 273(3), 274(7), 275, 276(2),

284(2), 286, 287(4), 288(6), 290, 291,

292, 293, 294(2), 295(7), 296(9), 297

(4), 298(6), 299的, 300(9), 301(4),

302(6), 303(5), 306, 307(2), 308, 310

(2), 311(2), 312, 313(7), 338(2), 339

(5), ⑥p.199(3), 201(6), 203, 205,

219(2), 220(4), 221, 223, 233, 246

(5), 248(7), 251(5), 252(3), 261(4),

266, 277(4), 290, 304(2), 337, ㊥p.

202, 205(2), 216, 229, 234(3), 236,

24叫2), 256, 269, 275, 276(2), 298,

317(2), ①p.201, 225(2), 231, 252,

⑧p.208(2), 209, 229, 275, 288, 289,

304, ⑤p.275,

くCⅢ)ョp.238, 247, 275, ⑥P-15,

190, 238, 254, 255, 256(3), ㊥p.ll

(3), 12(5), 13的, 14, 15(6), 16(4), 17

(5), 19, 22, 24(2), 25(6), 26(3), 28(5),

30, 32(6), 33(7), 36(3), 37(2), 38, 39

(4), 40, 42, 44, 45(4), 48(2), 49(2),

50(4), 51(3), 53(2), 54(3), 55(3), 56

(2), 57(軌　58(3), 59(2), 60(3), 61(3),

63

63.(6), 65, 67(4), 68(3), 69(2), 71, 72

(3), 73, 74(5), 76(3), 77(3), 88, 89

(3), 90(3), 94, 95(2), 96(3), 97(2), 98

(2), 99(4), 101, 106, 107, 108(2),

110, 111(6), 112(2), 113, 117, 118,

119(2), 120(3), 122(2), 123(2), 124(3),

125(2), 126(3), 127, 128(5), 12叫2),

130(5), 131, 133(6), 134(2), 135, 136

(3), 137, 138, 142, 144, 145(9), 146,

151, 152(2), 156(8), 157, 158(3), 160,

161, 162, 165(5), 166(4), 168(2), 169

), 170(3), 175(6), 176(4), 177, 178(2),

179的, 180(3), 182(4), 184(3), 185(2),

186, 192, 199(3), 200(6), 201(2), 203

的, 204(9), 206, 207, 208, 209(4),

210(4), 212(4), 213(4), 214(2), 216(2),

221, 222(3), 223, 224, 225(2), 226(3),

227(3), 229, 230, 231, 233, 235,

238(2), 245, 246, 247, 248(2), 24咲2),

252(3), 254, 256(2), 257(3), 258(5),

260(6), 261(2), 262(2), 263(9), 265,

266(3), 267, 269, 270(3), 271(2), 273

), 274(6), 275(3), 283(2), 284(2),

288, ④p.13, 15, 28(2), 34, 39, 50

(3), 54, 72, 87(2), 108, 111, 151,

212, 214, 216, 219, 238, 274, 288,

㊥p.19, 24(4), 25, 38, 49, 58, 77,

125, 175, 194, 203, 225, 232, 243,

247(3), 252, 268 (このほかに, aト

fectionがp.223にある), ①p.30,

40(2), 88, 259, 268(3), ⑧p.13, 59,

125(2), 129, 183, 184, 193, 195(2),

197, 233(2), 238(3), 239(8), 243(2),

ョP-183, 233, 239.

No 162 ④p.197, 198(5), 202(3), ⑧P.196(4),

198(5), 199, 201(4), ⑥p.195, ⑧p.

197(3), 198, 199, 200(2), 202(4), ㊨

p.197.

N- 163 ㊥p.247, 251, 253, ⑥p.227, 241(3),

242(6), 253, ㊥p.227(2), 230, 236,

⑧p.237, 239, ㊥p.227, 235, ⑧p.

223(2), 224, 235, 238.

N- 164 ⑥p.38(2), 39, 42, 43(2), ④P.28, 29
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(3), 3叫2), 32(2), 34(4), 35(4), 36(3),

37(4), 41, ㊥p.20(2), 22, ⑧p.22(4),

⑤p.23.

No 165 ㊥p.47, 53, ⑥p.47(3), 48(6), 49, ④

p.52(2), ㊥p.5叫3), ⑧P.53(2).

No 166 ◎P.58(2), ④p.64, 65, 68, ㊥P.58,

59(2), 60(2), 61, 67, 69, ①P.73.

N- 167 ㊥p.83(2), ①P.77(3).

No 168 ㊨p.86(2), ⑥p.86, ⑧p.88.

N- 169ョp.94, 96.

N- 170 ㊥p.98, 103(3), 106, ④p.99, 100,

104(2), 108, ⑧p.103, 104.

No 171 ㊥p.110, 114, ⑥p.109, 111, ⑥p.115

①p.114, 120, ⑧p.121, 122.

No 172 ㊥P.141, ◎p.133, 135, 139, 147,

㊥p.140, 146, ⑥p.140.

No 173 ㊥p.365, ⑧p.364, 370, ④P-374,

375, 377,ゥp.371, 376, 377,

37叫2), ⑥p.370.

No 174 ⑥p.137(9), 138(4), 139(4), 140, 141

(3), 142(2), 143, 144(2), ㊥P-141, ①

p.139, ⑥p.143, 144.

No 175 ㊥p.149, 151(2), ㊥p.151.

No 176 ㊥p.208, 211, 213, ⑥210, 213, ㊨

p-208, 211, 214(2), 217, 218, ④p.

220, ⑧p.212(3), 220.

No 177 ⑧p.217(2).

53)くE) (No 155)に「革命」という単臣が19出

てくるが,そのうち16までが「フラソス革命」と

して捉え得る。この場合,語頭の文字は大文字で

ある(以下同じ)。くOL)(No 163)は11のう

ち, 1がフラソス革命,くEL〉(N- 171)は2

すべて,くEHP) (No 173)は2すべて,くO

L) (No 176)は2すべてがプラソス革命をさ

す。ただ, N- 155とN- 163の残りは小文字では

じまる「革命」となるし,ここでは取り上げなか

ったが, rマルクス主敦の矛盾について.IくOL)

(N- 162)に出てくる「革命」もまた,その14す

べてが小文字ではじまるものになる。本文に取り

上げなかったのは,註51に斬っておいたように,

その作品の書かれた年代や日付が不評のために,

それを推卸して掲げるしかなかったからである。

しかし,これらの作品に使用されて小文字ではじ

まる「革命」が果たしていかなる内容をもつもの

になろうか。今はそれを問う余裕がないので割愛

するが,たとえば,彼女が革命を叫んでいるとい

う内容に捉え得るならば, rマルクス主義の矛盾

について」という作品は,少なくとも,もっと若

い年代に書かれたそれに属することになりはしな

いかとだけいっておくことができる。いかなる内

容か調べる必要がある。そして,このことは他の

単醇についてもいえるのである。こうして,この

図嚢は,本文にも配したが,年代の若い作品に出

てくる同じ単語を,その後の年代の作品へと克明

に追いかけさせることを可能にする,ひとつの資

料になり得ると思うのである。

54)く情念〉の順序と枚挙〉は以下のようになる。

「芳き」/「尊重」と「軽視」, 「高遁」と「高懐」,

「謙遜」と「卑屈」/「尊敬」と「軽蔑」/「愛」と

憎しみ」/「欲望」/「希望」 「懸念」 「執心」 「安心」

「絶望」/「不決断」 「勇気」 「大胆」 「負けざらい」

「臆病」 「恐怖」/「内心の不安」/「古び」と「悲

しみ」/「切り」 「羨み」 「憐れみ」/「自己に対する

満足」 「後悔」/「好意」と「感謝」/「憤慨」と

「怒り」/「誇り」と「恥」/「いや気」 「残りおし

さ」 「うれしさ」 (rデカルり(世界の名著)野田

又夫訳,中央公論社pp.443-446),

55) Ibid ; p.479。


